
日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
六
集

九
四

杜

牧

の
邊

塞

を

詠

じ

る

詩

に

つ
い

て

i

そ
の
作
品
集
の
編
纂
、
及
び

「河
湟
」
の
詠
法
を
手
が
か
り
に
ー

高

橋

未

來

一
、

は
じ

め

に

ロユ
 

中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
活
躍
し
た
杜
牧

(八
〇
三
～
八
五
二
、
字
は
牧
之
)

は
、

い
わ
ゆ
る

「邊
塞
詩
人
」
て
は
な
い
。
そ
れ
は
、
杜
牧
か
量
的
に
さ
ほ
と
多

く
の

「
邊
塞
詩
」
を
殘
さ
な
か

っ
た
、
と
い
う
事
實
に
起
因
す
る
ば
か
り
て
は
な

い
。
王
翰
や
王
之
換

の
よ
う
に
、
邊
塞
詩
を
僅
か
し
か
今
日
に
傳
え
て
い
な
い
詩

人
か
む
し
ろ

「
邊
塞
詩
人
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
事
實
を
想
起
す
れ
は
、
こ
の
こ

と
は
理
解
し
や
す
い
た
ろ
う
。

つ
ま
り
杜
牧
の

「邊
塞
詩
」
は
、
中
國
邊
塞
詩
史

と
い
う
觀
點
か
ら
見
た
場
合
、
そ
の
存
在
意
義
を
讚
者
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
、

突
出
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
と
輝
き
と
を
持

っ
て
い
な
い
か
に
映
る
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
、
杜
牧
は
確
か
に

「邊
塞
詩
人
」
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
、
ひ
と
た
ひ
見
方
を
變

え
て
、
「
邊
塞
」
と
い
う
圭
題
も
し
く
は
素
材

か
杜
牧
に
と

っ
て
い
か
な
る
意
味

を
持

つ
の
か
、
と
問
い
直
す
時
、
そ
こ
に
は
全

く
別
の
價
値
か
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
。

周
知
の
逋
り
杜
牧
は
、
「
風
流
才
子
」
た
る
華
や
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ト
を
殘
す
そ

の

]
方
で
、
經
世
濟
民
の
理
念
を
強
く
抱
き
、
政
治
問
題
に
關
し
て
多
く
發
言
し

た
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
中
て
も

『孫
子
』

の
庄
釋
や
、
名
高
い
論
策

「
罪
言
」
な
と
に
見
え
る
樣
に
、
杜
牧
か
軍
略
家
と
し
て
の
自
己
に
大
き
な
自
負

を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
て
も
し
は
し
ば
論
し
ら
れ
て
き
た
。
更
に
杜
牧

の
生
き
た
中
晩
唐
の
時
代
に
は
、
國
内
て
は
藩
鎭
の
叛
亂
か
、
國
外
て
は
異
民
族

の
侵
略
か
、
國
家
を
脅
か
す
大
問
題
と
な

っ
て
い
た
。
從

っ
て
杜
牧
は
、
そ
の
軍

略
家
の
能
力
を
發
揮
す
る
機
會
と
し
て
も
、
「邊
塞
」

に
封
し
て
大
い
に
關
心
を

抱
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

私
見
で
は
、
杜
牧
に
お
け
る

「邊
塞
」
と
は
、
詩
人
と
し
て
の
杜
牧

の
個
性
や

志
向
を
最
も
鮮
明
に
映
し
出
す
、
鏡

の
ご
と
き
重
要
な
主
題
も
し
く
は
素
材
の

一

つ
て
あ
る
。

そ
こ
て
本
稿
て
は
、
こ
の
新
た
な
觀
點
か
ら
杜
牧
の

「邊
塞
」
を
詠
し
る
作
品

に
分
析
を
加
え
、
杜
牧
の
詩
歌
觀
な
い
し
は
詩
人
と
し
て
の
個
性
に

つ
い
て
論
じ

て
み
た
い
。

な
お
、
杜
牧
作
品
の
テ
キ

ス
ト
と
し

て

『樊
川
文
集
』
(陳
允
吉
點
校
、
上
海

古
籍
出
版
肚
、

一
九
七
八
年
九
月
)
を
使
用
し
、
清

・
馮
集
梧
注

『樊
川
詩
集
注
』

(上
海
古
籍
出
版
瓧
、

一
九
七
八
年
五
月
)
も
適
宜
參
照
す
る
。



二
、
杜
牧
の
邊
塞
詩
に
お
け
る
傾
向

(1
)
樂
府
系
邊
塞
詩

前
述
の
よ
う
に
、
杜
牧
は
異
民
族
の
侵
略
に
對
し
て
強
く
關
心
を
抱
い
て
い
た

か
、
そ
の
生
涯
を
通
し
て
從
軍
や
國
境
附
近
の
幕
府
勤
務
、
ま
た
は
彼
の
地

へ
の

旅
行
と
い
う
經
驗
そ
れ
自
體
は
無
か

っ
た
。
從

っ
て
杜
牧
に
は
、
そ
の
實
體
驗
、

或
い
は
自
ら
の
目
て
見
た
邊
塞
を
描
く
詩
は
、
も
と
よ
り
無
い
。
と
す
れ
ば
、
杜

牧
か
邊
塞
を
描
く
方
途
と
し
て
は
、
既
成
の
モ
テ
ル
、
す
な
わ
ち
漢
魏
六
朝
以
來

の
傳
統
的
手
法
を
用
い
た
邊
塞
詩

を
ま
す
モ
デ
ル
と
し
て
描
く
事
に
な
ろ
う
。

そ
こ
て
杜
牧
詩
文

の
作
品
集

『
樊
川
文
集
』
二
十
卷
、

『樊
川
外
集
』

一
卷

ハき
ロ

(以
下

『
外
集
』
と
略
稱
す
)
及

び

『樊
川
別
集
』

一
卷

(以
下

『別
集
』
と
略

稱
す
)
を
見
て
み
る
と
、
庄
目
す

べ
き
こ
と
に
、
そ
の
よ
う
な
傳
統
的
手
法

に
よ

る
邊
塞
詩
は
存
在
す
る
も

の
の
、
そ
こ
に
は
邊
塞
詩

ン
ヤ
ン
ル
の
中
核
を
な
す

「從
軍
行
」
や

「塞
上
曲
」
と
い

っ
た
新
舊
の
樂
府
題
か
、

一
首
も
收
め
ら
れ
て

い
な
い
事

に
氣

つ
く
の
て
あ
る
。

但
し
杜
牧
に
は
、
そ
も
そ
も
樂
府
自
體
か
少
な
く
、
『樊
川
文
集
』、
『外
集
』、

『別
集
』
全
四
五
七
首

の
う
ち
、
樂
府
は
三
首
を
數
え
る
に
止
ま
る
。
中
晩
唐
期

ハヨ
リ

の
邊
塞
詩
群
に
お
い
て
も
樂
府

の
邊
塞
詩
か
主
流
を
な
す
中
に
あ

っ
て
、
杜
牧

の

こ
の
状
況
は
特
異
に
も
感
し
ら
れ
よ
う
。
な
ら
ば
杜
牧
と
同
時
代
の
他
詩
人
に
お

け
る
、
樂
府
、
及
び
樂
府
系
邊
塞
詩
の
制
作
状
况
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
た
ろ

う
か
。

ハぐ
ソ

例
え
は
杜
牧
と
親
し
く
交
流
を
持

っ
た
①
張
砧

(七
九
二
～
八
五
三
頃
)
は
、

北
宋

・
郭
茂
倩
撰

『樂
府
詩
集
』
に
樂
府
三
十
六
首
を
收
め
、
そ
の
う
ち

「入
關
」

他
六
首
の
邊
塞
詩
を
含
ん
て
い
る
。
②
李
商
隱

(八

一
三
～
八
五
八
)
の
樂
府
は
、

『樂
府
詩
集
』

に
九
首
を
收
め
、
そ
の
う
ち

「王
昭
君
」

一
首
か
邊
塞
と
關
連
す

杜
牧

の
邊
塞
を
詠
し
る
詩

に

つ
い
て

ハう
ロ

る
樂
府
題
て
あ
る
。
③
許
渾

(七
八
八
～
八
五
四
頃
)
に
は
、
詩
話
の
類
に
て
高

く
評
さ
れ
る

「塞
下
曲
」
か
有
る
も
の
の
、
樂
府
は
こ
の
邊
塞
詩

一
首
の
み
て
あ

る
。
杜
牧
と
許
渾
と
は
詩
風
の
似
て
い
る
詩
人
て
あ
る
た
け
に
、
樂
府
作
品
の
寡

な
さ
は
杜
牧
と
結
果
的
に
妙
逋
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

總
し
て
、
樂
府

の
制
作
と
、
そ
の
中
て
も
邊
塞
を
主
題
と
す
る
樂
府
の
制
作
と

は
、
詩
入
の
關
心
の
所
在
や
そ
の
個
性
に
基
づ
く
こ
と
か
確
認
さ
れ
よ
う
。

翻

っ
て
杜
牧
の
樂
府
は
三
首
。
『
樂
府
詩
集
』
卷
五
十
八
琴
曲
歌
辭
所
收

の

ハさ
ロ

「
別
鶴
」
(『樊
川
別
集
』
所
收

「別
鶴
」
)
と
、
同
書
卷
六
十
六
雜
曲
歌
辭
所
收
の

「少
年
行
」
(『樊
川
文
集
』
卷
二
。
以
下
卷
數
の
み
記
す
)
、
同
じ
く

「
少
年
行
」

(卷
四
)

て
あ
る
。

そ
の
う
ち
五
言
排
律

「少
年
行
」

(卷
四
)

に
は
、
遊
侠
の
若
者
か
邊
塞

へ
出

征
す
る
場
面
か
あ
る
。
王
維
、
王
昌
齢
等
の
作
例
に
も
あ
る
よ
う
に
、
元
々

「少

年
行
」
に
は
邊
塞
の
存
在
が
多
く
見
ら
れ
る
。
但
し
杜
牧
の
詩
に
つ
い
て
い
え
は
、

表
現

の
中
心
は
若
者
の
遊
侠
ふ
り
に
あ
り
、
邊
塞
は
そ
の
象
徴
と
し
て
詠
み
込
ま

 ア
ね

れ
る
に
止
ま

っ
て
い
る
。
從

っ
て
杜
牧
は
、
中
晩
唐
の
詩
人

の
中
て
較

へ
て
み
て

も
、
と
り
わ
け
て
樂
府
自
體
と
、
邊
塞
を
主
題
と
す
る
樂
府
と
を
積
極
的
に
制
作

し
な
か

っ
た
と
見
て
よ
い
た
ろ
う
。

(2
)
樂
府
以
外
の
遅
塞
詩

次
い
で
、
杜
牧
作
品
中
、
同
し
く
傳
統
的
手
法
に
則
し
た
、
樂
府
以
外
の
邊
塞

ハヨ
ロ

詩
を
内
容
別
に
示
し
て
み
た
い
。
そ
こ
か
ら
は
、
興
味
深
い
幾

つ
か
の
傾
向
か
俘

か
ひ
上
か

っ
て
く
る
の
て
あ
る
。

《邊
塞
を
主
題
と
す
る
詩
》

「河
徨
」
(卷
二
)

九
五



日
本
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國
學
會
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第
五
十
六
集

《邊
塞
の
幕
府
に
赴
任
す
る
人

へ
膾
る
詩
》

「夏
州
崔
常
侍
自
少
常
亞
列
出
領
麾
幢
十
韻
」
(毬
二
)
五
言
排
律

タ

ノ
グ
じ
ト

《黨

項
と
の
戰
鬪
に
て
戰
死
し
た
人
物
を
悼
む
詩
》

「聞
慶
州
趙
縱
使
君
與
黨
項
戰
中
箭
身
死
長
句
」
(卷
二
)
七
言
律
詩

《國
境
警
備
へ
向
か
う
兵
士
の
心
情
を
詠
う
詩
》

「并
州
道
中
」
(別
集
)
五
言
律
詩

「偶
題
」
二
首

(外
集
)
五
言
律
詩

《邊
塞
に
い
る
旅
人
の
望
郷
を
詠
う
詩
》

「邊
上
聞
胡
笳
」
三
首

(別
集
)
七
言
紹
句

「邊
上
晩
秋
」
(別
集
)
七
言
紹
句

「遊
邊
」
(別
集
)
七
言
紹
句

《西
域
に
縁
あ
る
古
の
人
物
の
姿
を
詠
う
詩
》

「題
木
蘭
廟
」
(卷
四
)
七
言
紹
句

「青
塚
」
(別
集
)
七
言
紹
句

《邊
塞
へ
出
征
す
る
夫
を
想
う
閨
怨
詩
》

「閨
情
代
作
」
(外
集
)
七
言
律
詩

「代
人
作
」
(外
集
)
五
言
排
律

「秋
夢
」
(別
集
)
五
言
律
詩

こ
の
杜
牧
の
非
樂
府
系
邊
塞
詩
か
ら
は
、
次
の
三
點
か
特
色
と
し
て
窺
え
る
。

①
、
内
容
上
、
邊
塞
詩
の
圭
た

る
テ
ー
マ
と
い
う

へ
き
從
軍
に
關
す
る
詩
は
、

二
首
の
み
て
あ
る
。
か

つ
、
右
に
擧
げ
た
詩
は
總
じ
て
内
容
、
詩
風
と
も
に
穩
や

か
な
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、
邊
塞

て
の
戰
鬪
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
杜

牧
作
品
集
に
は
、
例
え
ば
李
白

「戰
城
南
」
の
よ
う
な
邊
塞
で
の
戰
鬪
を
描
く
詩

は
、

一
首
も
殘
さ
れ
て
い
な
い
の
て
あ
る
。

九
六

②
、
《邊
塞

へ
出
征
す
る
夫
を
思
う
闘
怨
詩
》
三
首
か

『外
集
』、
『
別
集
』
の

詩
て
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
『
樊
川
文
集
』
所
收
の
閨
怨
詩

全
九
首
に
お
い
て
、
閨
中
の
女
性
か
思
い
を
馳
せ
る
夫
ま
た
は
戀
人
の
行
く
先
は
、

艱
難
辛
苦

の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
か
伜
う
逡
征
て
は
な
い
の
で
あ
る
。
女
性

の
思
慕
す

る
封
象
は
、
瀟
洒

・
多
情
な
若
者
て
あ
る
事
か
多
い
。

③
、
最
も
庄
目
す
べ
き
傾
向
と
し
て
、
右
に
擧
げ
た
邊
塞
詩
、
特
に
狹
義
の
邊

塞
詩
は
、
『外
集
』
及
ひ

『別
集
』
に
偏
在
し
て
お
り
、
『樊
川
文
集
』
に
は
殆
ど

收
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
認
め
ら
れ
る
。

①
の
特
色
か
ら
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
杜
牧
は
戰
爭

の
慘
状
を
生
々
し
く
表

現
す
る
こ
と
を
志
向
せ
ず
、
ま
た
反
戰
派
な
ら
ぬ
主
戰
派
的
な
姿
勢
を
持

っ
て
い

た
事
か
考
え
ら
れ
る
。
杜
牧
の
詩
風
は
、
南
宋

・
陳
振
孫
撰

『直
齋
書
録
解
題
』

省
十
六
に

「牧
才
高
俊
邁
不
羈
、
其
詩
豪
而
艶
、
有
氣
概
、
非
晩
唐
人
所
能
及
也
」

(牧

才
は
高
く
し
て
俊
邁
不
羈
、
其
の
詩
は
豪
に
し
て
艶
、
氣
概
有
り
、
晩
唐
の

人
の
能
く
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
)
と
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
豪
放
さ
と
艶
麗
さ
と

い
う
、
相
反
す
る
二
面
を
持

つ
も
の
て
あ
る
。
い
わ
は
、
そ
の

「豪
」
の
部
分
が

よ
く
表
れ
た
結
果
と
位
置

つ
け
ら
れ
る
た
ろ
う
。

ま
た
②
の
特
色
か
ら
は
、
瀟
洒
な
詩
風
か
讀
み
取
れ
よ
う
。
い
わ
ば
杜
牧
作
品

 ユ

の

「艶
」
の
部
分
か
現
れ
た
結
果
と
位
置

つ
け
ら
れ
る
。

③

の
特
色
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
説
明
を
要
す
る
。
以
下
に
、
『
樊
川
文
集
』

と

『外
集
』
、
『別
集
』
と
い
う
三
集
の
編
纂
經
緯
に
即
し
て
、
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

三
、
杜
牧
作
品
集
の
編
纂
經
緯
に
つ
い
て

杜
牧

の
甥

の
裴
延
翰
か
記
す

『樊
川
文
集
』
序
に
據
る
と
、
杜
牧
は
死
去
す
る

お
よ
そ

一
年
萠
に
、
租
父
の
杜
佑
か
樊
川
に
建
て
た
別
莊
を
修
築
し
、
そ
こ
て
親



し
い
者
た
ち
と
遊
ん
だ
と
い
う
。

延
翰
に
次
の
よ
う
に
告
げ
た
。

そ
の
あ
る
宴
た
け
な
わ
の
席
に
て
、
杜
牧
は
裴

司
馬
遷
云
、
自
古
富
貴
、
其
名
磨
滅
者
、
不
可
勝
紀
。
我
適
稚
走
於
此
、
得

官
受
俸
、
再
治
完
具
、
俄
及
老
爲
樊
上
翁
。
既
不
自
期
富
貴
、
要
有
數
百
首

文
章
、
異
日
爾
爲
我
序
、
號
樊
川
集
、
如
此
顧
樊

川

旧
禽
魚
、

一
草
木
無
恨

矣
、
庶
千
百
年
未
隨
此
磨
滅

邪
。

あ

(「司
馬
遷
云
う
、
『古
よ
り
富
貴
に
し
て
、
其
の
名
の
磨
滅
す
る
者
、
勝
げ

し
る

た
ま

て
紀
す
べ
か
ら
ず
』
と
。
我

は
適
た
ま
稚
き
よ
り
此
に
走
り
、
官
を
得
て
俸

し
わ
か

を
受
け
、
再
ひ
治
あ
て
完
具
す
る
に
、

俄

に
老

い
て
樊
上
の
翁
と
爲
る
に

た
も

及
ぶ
。
既
に
自
ら
富
貴
た
る
を
期
せ
ざ
る
も
、
數
百
首
の
文
章
を
有
た
ん
こ

も
と

な
ん
し

と
を
要
む
れ
ば
、
異
日
爾

は
我
か
爲
に
序
し
て
、
『
樊
川
集
』
と
號
せ
よ
、

こ
い
お
が

此
く
の
如
く
樊
川
の

一
禽
魚
、

一
草
木
を
顧
み
れ
は
恨
み
無
か
ら
ん
、

庶

わ
く
は
千
百
年
に
し
て
未
だ
此
に
隨
い
て
磨
滅
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
や
」
と
。
)

引
用
さ
れ
た
司
馬
遷

の
言
は
、

任
安
に
宛
て
た
書
簡

(『
文
選
』
卷
四
十

一

「報
任
少
卿
書
」
)
に
て
、
宮
刑
の
屈
辱
を
受
け
た
後

に
も
な
お
生
き
る
據
り
所
と

し
て

『史
記
』
執
筆
の
動
機
を
語

っ
た
、
名
高

い

一
節

で
あ
る
。

司
馬
遷
か
こ
れ
に
續
け
て
孔
子
や
屈
原
等

の
著
作

の
契
機
を

「此
人
皆
意
有
鬱

結
、
不
得
通
其
道
、
故
述
往
事
、

思
來
者
」
(此
の
人
皆
な
意
に
鬱
結
す
る
有
る

も
、
其
の
道
を
逋
す
る
を
得
ず
、
故
に
往
事
を
述

へ
、
來
者
を
思
う
)
と
記
す
、

い
わ
ゆ
る

「發
憤
著
書
」

の
思
想

は
、
以
後
脈
々
と
引
き
繼
か
れ
て
ゆ
く
傳
統
的

士
大
夫
觀
て
あ
る
。
そ
れ
は
杜
牧

に
お
い
て
も
、
卆
生
よ
り
抱
き
續
け
た
士
大
夫

ロの
 

觀
て
あ
り
、
文
學
觀

て
あ

っ
た
。

こ
の
時
杜
牧
は
、
幼
少

の
記
憶
を
想
起
さ
せ
る
場
所
て
人
生
を
振
り
返
り
、
そ

の
締
め
括
り
と
な
る
詩
文
集
に
思

い
を
致
す
。
そ
し
て
自
作
の
詩
文
の
編
纂
を
裴

杜
牧

の
邊
塞
を
詠
し
る
詩

に

つ
い
て

延
翰
に
頼
ん
た
と
い
う
。
杜
牧
は
古
の
賢
者
と
同
樣
に
、
詩
文
か
自
身
の
生
き
た

意
義
を
代
辨
す
る
も
の
と
意
識
し
、
そ
れ
を
後
世
に
傳
え
る
こ
と
を
強
く
願

っ
て

い
た
事
か
剣
る
。

但
し
、
續
く
裴
延
翰
の
序
に
は

「明
年
冬

・
始
少
得
恙
、
盡
捜
文
章
、
閲
千
百

紙
、
擲
焚
之
、
纔
屬
留
者
十
二
三
」
(明
年
の
冬
…
始
め
て
少
し
く
恙
を
得

て
、

盡
く
文
章
を
捜
し
、
千
百
紙
を
閔
す
る
も
、
擲

て
て
之
を
焚
き
、
纔
か
に
留
む
る

に
屬
す
る
者
は
十
に
二
、
三
の
み
)
と
あ
る
。
杜
牧
は
後
に
病
を
得

て
か
ら
、
裴

延
翰
に
任
せ
る
前
に
自
ら
詩
文
を
點
檢
し
、
そ
の
二
三
割
を
殘
す
の
み
て
、
あ
と

の
詩
文
は
燒
却
し
た
の
で
あ

っ
た
。
自
分

の
詩
文
が
後
世
に
傳
わ
る
こ
と
を
意
識

し
た
杜
牧
は
、
そ
れ
故
に
、
逍
す

へ
き
詩
文
の
選
定
を
し
た
の
て
あ
ろ
う
。

そ
こ
て
、
幼
少
よ
り
杜
牧
に
詩
文
の
手
ほ
と
き
を
受
け
て
い
た
裴
延
翰
は
、
手

元
に
留
め

て
あ

っ
た
杜
牧
の
詩
文
を
補
い
、
杜
牧
の
死
去
か
ら
四
年
後

(大
中
十

ロむ
ロ

年

〔八
五
六
〕)
に

『
樊
川
文
集
』
と
し
て
編
纂
し
終
え
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
に
次
く

『外
集
』
の
編
纂
經
緯
に
關
し
て
は
、
未
詳
の
點
が
多
い
。
明
の

胡
震
亨
撰

『
唐
音
戊
籖
』
卷

一
に

「其
外
集
詩
唐
人
所
編
、
更
其
焚
棄
之
餘
」

ふ

(其
れ
外
集
の
詩
は
唐
人
の
編
む
所
な
り
、
其

の
焚
棄
を
更
る
の
餘
り
)
と
記
す

の
に
捺
れ
は
、
『樊
川
文
集
』
に
漏
れ
た
作
品
を
後
に
唐
代

の
人
か
收
集
し

て

ハぴ
 

『外
集
』
を
編
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
の

『
別
集
』
に
は
、
杜
陵
の
田
概
な
る
人
物
か
記
す
北
宋

・
熙
寧
六
年

(
一

〇
七
三
)
の
序
か
あ
り
、
そ
こ
に

「舊
傳
集
外
詩
者
又
九
十
五
首
、
家
家
有
之
。

予
往
年
於
棠
郊
魏
處
士
野
家
得
牧
詩
九
首
、
近
波
上
盧
訥
處
又
得
五
十
篇
、
皆
二

集
所
逸
者
適
其

『
後
池
泛
舟
宴
邊
王
十
秀
才
』
詩
、
乃
知
外
集
所
亡
、
取
別
句
以

補
題
」
(舊
く
傳
う
る
集
外
の
詩
は
又
た
九
十
五
首
、
家
家
に
之
有
り
。
予
は
往

年
棠
郊
の
魏
處
士
野
の
家
に
於
い
て
牧
の
詩
九
首
を
得
、
近
こ
ろ
波
上
の
盧
訥
の

處
に
又
た
五
十
篇
を
得
た
り
、
皆
な
二
集
の
逸
せ
し
所
の
者
な
り
。
其
れ

『
後
池

九
七



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
六
集

へ

も

う
し
な

泛
舟
宴
迭
王
十
秀
才
』
詩
は
、
乃
ち
外
集
の
亡

い
し
所
に
し
て
、
別
句
を
取
り

て
以
て
題
を
補
う
を
知
る
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
據
れ
は

『
別
集
』

と
は
、
『樊
川
文
集
』
と

『外
集
』
か
ら
漏
れ
、
世
に
傳
わ

っ
て
い
た
詩
を
收
集

 お
ね

し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
樊
川
文
集
』
所
收

の
詩
と
は
、
杜
牧
か
後
世

に
知
友
を
求
め
ん
と
す
る
想
い
の
も
と
に
遺
し
た
作
品
と
、
裴
延
翰
か
補

っ
た
作

品
と
か
ら
成
る
も
の
て
あ
る
。
從

っ
て
、
他
方
の

『
外
集
』
・
『別
集
』
二
集
に
偏

在
す
る
邊
塞
詩
と
は
、
杜
牧

の
オ
リ
シ
ナ
ル
て
あ
る
か
否
か
に
拘
ら
す
、
杜
牧
か

自
作
と
し
て
後
世
に
遺
す
こ
と
を
意
圖
し
て
い
な
か

っ
た
作
品
群
、
と
い
え
る
わ

け
て
あ
る
。

な
ら
ば
、
杜
牧
か
意
識
し
て
遺
し
た
詩
と
は
、
意
識
し
て
詠
し
た

「邊
塞
」
と

は
、
如
何
な
る
も
の
な
の
か
。
以
下
に
、
そ
の
具
體
的
な
手
か
か
り
と
し
て
、
吐

蕃
に
占
領
さ
れ
た
西
域
の
地
を
表
す

「河
徨
」
と
い
う
語
に
即
し
て
檢
討
し
て
ゆ

き
た
い
。
「河
徨
」

こ
そ
は
、
正

に
杜
牧
か
意
識
し
て
詠
し
、
意
識
し
て
遺
し
た

「邊
塞
」
と
目
さ
れ
る
か
ら
て
あ
る
。

四
、
杜
牧
の
河
湟
を
詠
じ
る
詩

河
湟
と
は
、
『
新
唐
書
』
卷
二

一
六
下

・
吐
蕃
傳
に

「湟
水
出
蒙
谷
、
抵
龍
泉

與
河
合
。

・世
擧
謂
西
戎
地
日
河
徨
」

(湟
水
は
蒙
谷
よ
り
出
て
、
龍
泉
に
抵
り

て
河
と
合
す
。

・世
は
擧
げ
て
西
戎

の
地
を
謂
い
て
河
湟
と
日
う
)
と
あ
る
の
に

コ
コ
ノ
 
ル

據
れ
ば
、
青

海
近
く
に
源
流

の
あ
る
湟
水
か
、
黄
河
と
交
わ
る
邊
り
の
稱
て
あ

る
。
但
し
實
際
に
は
、
安
史

の
亂

(七
五
五
-
七
六
三
)
を
機
に
吐
蕃
に
占
領
さ

れ
た
、
黄
河
と
湟
水
と
か
流
れ
る
河
西

・
隴
右
節
度
使

一
帯

〔甘
肅
省
よ
り
青
海

 ぬ
ロ

省
東
部

一
帶
〕
を
廣
く
指
し
た
よ
う
で
あ
る
。

肅
宗
至
徳
二
載

(七
五
七
)
十
月
、
吐
蕃
は
西
卆
郡

〔青
侮
省
西
寧
市
〕
を
占

九
八

領
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
徳
宗
建
中
二
年

(七
八

一
)
ま
で
に
河
徨

一
帶
を
全
て

ハ 
 

占
領
す
る
に
至

っ
た
。
そ
れ
は
懿
宗
咸
通
二
年

(八
六

一
)
に
歸
義
軍
節
度
使
張

義
潮
か
凉
州
を
奪
回
し
終
え
る
ま
て
、
實
に
約
百
年
の
長
き
に
亘
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
て
特

に
興
味
深
い
こ
と
か
あ
る
。
『
全
唐
詩
』
に
お
い
て
こ
の

「河
廛
」

の
語
を
詩
題
或
い
は
詩
中
に
詠
み
込
ん
た
詩
は
、
杜
牧
か
七
首
を
數
え
、
こ
れ
は

唐
代
詩
人
の
中
て
最
も
多
い
の
て
あ
る
。
無
論
、
河
惶
を

「
河
隴
」
な
と
他
の
語

て
表
し
た
り
、
ま
た
は
地
名
を
表
さ
ず
し
て
彼
の
地
を
詠
し
る
詩
は
、
枚
擧
に
暇

の
無
い
ほ
と
て
は
あ
る
。
し
か
し
な
か
ら
、
杜
牧
か

「河
湟
」
を
詩
中
に
多
く
詠

み
込
ん
て
い
た
と
い
う
事
實
は
、
い
か
に
彼

の
地
に
深
く
關
心
を
寄
せ
て
い
た
か

と
い
う
表
れ
て
あ
ろ
う
。

次
に
掲
げ
る

「
河
湟
」
(卷
二
)
に
は
、
杜
牧
か
河
徨
を
と
の
よ
う
に
捉
え
て

い
た
か
か
、
端
的
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
河
湟
は
、
「奪
回
さ
れ
ぬ
ま

ま
の
地
」
と
し
て
、
批
到
と
嘆
き
の
う
ち
に
綴
ら
れ
て
い
る
の
て
あ
る
。

元
載
相
公
曽
借
箸

憲
宗
皇
帝
亦
留
紳

旋
見
衣
冠
就
東
市

忽
遺
弓
劍
不
西
巡

牧
羊
驅
馬
雖
戎
服

白
髮
丹
心
盡
漢
臣

唯
有
凉
州
歌
舞
曲

流
傳
天
下
樂
閑
人

(河
湟
の
地
は
、

元
載
相
公

曽
て
箸
を
借
り

憲
宗
皇
帚

亦
た
紳
を
留
む

た
ち
ま

旋

ち
見
る

衣
冠
の
東
市
に
就
く
を

の
こ

忽
ち
弓
劍
を
遺
し
て

西
巡
せ
ず

牧
羊

驅
馬

戎
服
と
雖
も

白
髪

丹
心

盡
く
漢
臣
な
り

唯
た
凉
州
歌
舞
の
曲
の

天
下
に
流
傳
し
て
閑
人
を
樂
し
ま
し
む
る
有
る
の
み

宰
相
の
元
載
か
嘗

て
そ
の
奪
回
を
畫
策
し
、
憲
宗
も
ま
た

常
に
留
意
す
る
所
だ

っ
た
。
し
か
し
す
ぐ
に
元
載
か
處
刑
さ
れ
る
の
を
見
る

こ
と
に
な
り
、
す
く
に
憲
示
か
崩
御
し
て
、
西
方

へ
遠
征
す
る
こ
と
は
な
か
っ



た
の
だ
。
河
徨

に
住
む
漢
民
族
は
、
羊
と
馬
を
放
牧
し
な
が
ら
胡
服
を
着
せ

ら
れ
て
い
る
け
れ
と
、
蘇
武

の
よ
う
に
白
髪
に
な
っ
て
も
忠
誠
心
を
懷
き
續

け
る
唐
の
臣
下
な
の
た
。
と
こ
ろ
か
そ
れ
を
よ
そ
に
、
か
の
地
よ
り
傳
來
し

た

「
涼
州
」
曲
か
天
下
に
廣
く
傳
わ

っ
て
、
安
穩
と
し
た
人
々
を
樂
し
ま
せ

て
い
る
だ
け
と
は
。)

前
雫
第

一
句
と
三
句
、
第
二
句
と
四
句
か
隔
句
對
。
第

一
・
三
句
の
元
載

(?

～
七
七
七
)
は
、
代
宗
朝

の
宰
相

て
あ
る
。
「
借
箸
」
と
は
畫
策
す
る
こ
と
を
い

う
。
代
宗
大
暦
八
年

(七
七
三
)
、
吐
蕃

の
邪
寧
侵
攻
の
際
、
元
載
は
西
州
刺
史

〔新
彊
自
治
區
吐
魯
番
附
近
〕
赴
任
の
經
驗

に
基

つ
い
て
、
討
伐
の
策
略
を
奉
し

た
。
そ
こ
て
朝
廷
は
攻
撃
の
準
備
を
整
え
た
も
の
の
、
誹
謗
を
受
け
た
た
め
に
攻

ハめ
 

撃
を
中
止
し
た
の
て
あ

っ
た
。

第
三
句
の

「東
市
」
は
、
『漢
書
』
卷
四
十
九
量
錯
傳
に

「錯
衣
朝
衣
斬
東
市
」

ら

(錯
は
朝
衣
を
衣
て
東
の
市
に
斬

ら
る
)
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
後
に
元
載
は
、

 な

そ
の
恣
意
な
振
舞
い
に
よ

っ
て
自
害
さ
せ
ら
れ
た
。

第
二
句
は
、
憲
宗
か
常
に
領
土

の
圖
を
見
渡
し
て
は
、
河
湟
を
吐
蕃
か
ら
奪
回

ハの
 

し
た
い
と
盛
ん
に
願

っ
て
い
た
も

の
の
、
そ
の
餘
裕
か
な
か

っ
た
こ
と
を
い
う
。

第
四
句
の

「遺
弓
劍
」
は
、
帚
王

の
逝
去
を
意
味
す
る
婉
曲
表
現
て
あ
り
、
詩
中

て
は
憲
宗
か
逝
去
し
た
こ
と
を
い
う
。

頸
聯
は
、
李
陵
と
蘇
武
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
「戎
服
」
と
は
、
『漢
書
』

卷
五
十
四
李
陵
傳
に
、
將
軍
霍
光
と
上
官
傑
と
か
李
陵
を
匈
奴
か
ら
召
還
し
よ
う

と
し
、
使
い
を
邊

っ
て
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
「陵
墨
不
應
、
孰
靦
而
自
循
其
髮
、

な

答
日

『吾
已
胡
服
矣
』」
(陵

墨
し
て
應
え
ず
、
孰
覗
し
て
自
ら
其
の
髮
を
循
て
、

答
え
て
曰
く

『
吾
は
已
に
胡
服
た
り
』
と
)
と
あ
る
。
ま
た

「白
髮
」

の
語

に
つ

い
て
は
、
同
蘇
武
傳
に

「武
留
匈
奴
凡
十
九
歳
、
始
以
彊
壯
出
、
及
還
、
須
髪
盡

杜
牧
の
邊
壅
を
詠
し
る
詩
に
つ
い
て

白
」
(武
の
匈
奴
に
留
む
る
こ
と
凡
そ
十
九
歳
、
始
め
は
彊
壯
た
る
を
以
て
出
つ

る
も
、
還
る
に
及
ふ
や
、
須
髪
盡
く
白
む
)
と
記
す
。

尾
聯
の

「凉
州
歌
舞
曲
」
と
は
、
玄
宗

の
開
元
年
聞
に
凉
州
府
の
都
督
か
彼
の

地
の
歌
謠
と
し
て
朝
廷
に
獻
上
し
た
曲

て
あ
る
。

一
首
全
體
は
、
前
牟
四
句
と
後
孚
四
句
の
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
前
孚

は
、
河
湟
の
歴
史
的
な
經
緯
に
つ
い
て
典
故
を
用
い
て
説
明
す
る
、
説
理
的
な
部

分
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
後
牟
て
は
、
河
湟
に
住
む
漢
人
の
心
中
と
、
肝
心
の

唐
王
朝
の
富
貴
な
人
々
の
心
中
と
の
乖
離
と
い
う
、
情
緒
を
主
と
し
て
詠
し
て
い

る
。
詩
の
末
尾
て
は
批
到
と
嘆
き
と
を
訴
え
て
い
る
か
、
前
孚
四
句
か
イ
ン
パ
ク

ト
を
持

つ
故
に
、
句
末
に
流
れ
る
情
緒
の
み
に
止
ま
ら
ぬ
邊
塞
詩
と
な
っ
て
い
る
。

會
昌
五
年

(八
四
五
)
二
月
、
朝
廷
は
、
吐
蕃
の
衰
弱
を
機
に
河
湟
を
奪
回
し

ハ 
り

よ
う
と
、
硯
察
官
を
依
遣
し
た
。
『
資
冶
通
鑑
』
卷
二
四
七
武
宗
會
昌
四
年
二
月

の
條
に

「朝
廷
以
回
鶻
衰
微
、
吐
蕃
内
亂
、
議
復
河

・
徨
四
鎭
十
八
州
。
乃
以
給

事
中
劉
濛
爲
巡
邊
使
、
使
之
先
備
器
械
糢
糧
及
訶
吐
蕃
守
兵
衆
寡
」
(朝
廷
は
回

鶻
の
衰
微
し
、
吐
蕃
の
内
亂
せ
る
を
以
て
、
河

・
徨
四
鎭
十
八
州
を
復
せ
ん
こ
と

を
議
す
。
乃
ち
給
事
中
劉
濛
を
以
て
巡
邊
使
と
爲
し
、
之
を
し
て
先
に
器
械
糢
糧

さ

く

サ

を
備
え
、
及
び
吐
蕃
の
守
兵
の
衆
寡
を
調
ら
し
む
)
と
あ
る
。
杜
牧
は
そ
れ
に
深

い
感
慨
か
あ
り
、
武
宗
の
徳
を
稱
え
て
七
言
古
詩

「皇
風
」
(卷

一
)
を
詠
し
た
。

仁
聖
天
子
紳
且
武

内
興
文
敏
外
披
攘

以
徳
化
人
漢
文
帝

側
身
修
道
周
宣
王

遞
蹊
災
穴
盡
窒
塞

禮
樂
刑
政
皆
弛
張

仁
聖
天
子

紳
に
し
て
且
つ
武
た
り

内
に
文
激
を
興
し
て

外
に
披
攘
す

徳
を
以
て
人
を
化
す

漢
の
文
帝

そ
ば

身
を
側
だ
て
て
道
を
修
む

周
の
宣
王

迹
蹊
欒
穴

盡
く
窒
塞
し

禮
樂
刑
政

皆
な
弛
張
す

九
九
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い
つ

何
當
提
筆
待
巡
狩

何
か
當
に
筆
を
提
し
て
巡
狩
を
待
ち

前
駆
白
旆
弔
河
湟

白
旆

に
前
駆
し
て
河
湟
を
弔
う

へ
き

※
原
注
に

「音
は
剛
」
と
記
す

(仁
聖
天
子
た
る
武
宗
は
、
嚴
か
で
か
つ
勇
ま
し
く
、
國
内
て
は
禮
樂
に
よ

っ

て
人
民
を
感
化
し
、
國
外
て
は
領
土
を
廣
げ
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
徳
に
よ

っ

て
人
民
を
感
化
す
る
漢
の
文
帝
の
よ
う
で
あ
り
、
身
を
愼
ん
で
道
を
修
め
た

周
の
宣
王
の
よ
う
だ
。
獸

の
足
跡
の
あ
る
道
か
ら
隱
れ
家
ま
て
殘
ら
ず
塞
ぎ
、

儀
禮
、
音
樂
、
刑
法
、
政
令

は
、
全
て
寛
容
と
嚴
重
と
を
も

っ
て
行
わ
れ
て

い
る
。
あ
あ
、
何
時
に
な

っ
た
ら
私
は
筆
を
持

っ
て
天
子
の
巡
狩
を
待
ち
、

天
子
の
前
を
驅
け
て
白
い
吹
流
し
を
た
な
び
か
せ
、
河
湟

の
遺
民

へ
の
弔
い

を
し
に
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
。)

第

一
句
の

「仁
聖
天
子
」
と
は
、
會
昌
二
年
四
月
、
武
宗
に

「仁
聖
文
武
至
紳

大
孝
皇
帝
」
の
奪
號
か
獻
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
第
三
句
の

「漢
文
帝
」
と
は
、

『
漢
書
』
卷
四
文
帝
紀
贊
に

「專
務
以
徳
化
民
」
(專
ら
徳
を
以
て
民
を
化
す
に
務

む
)
と
あ
り
、
第
四
句
の

「周
宣

王
」
は
、
『毛
詩
』
大
雅

・
雲
漢
序
に

「宣
王

承
属
王
之
烈
、
内
有
撥
亂
之
志
。

遇
災
而
懼
、
側
身
修
行
、
欲
銷
去
之
」
(宣
王

は
属
王
の
烈
を
承
け
、
内
に
撥
亂

の
志
有
り
。
災
い
に
遭
い
て
燿
れ
、
身
を
側
だ

て
て
行
を
修
め
、
之
を
銷
し
去
ら
ん
と
欲
す
)
と
あ
る
。
第
五
句

の

「遮
」
は

「獸
迹
」
(『説
文
解
字
』
迹
部
)

の
意
味
。

こ
の
詩

の
主
題
は
、
武
宗

の
徳

の
謳
歌
て
あ
る
か
、
そ
れ
の
み
に
止
ま
ら
す
、

尾
聯

て

「武
宗

の
先
拂

い
と
な

っ
て
河
徨
の
地
を
奪
回
し
に
行
き
た
い
も
の
た
」

と
自
身

の
壯
志
を
力
強
く
詠

い
上

げ
、
颯
爽
と
し
た
餘
韻
を
殘
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
河
惶
の
奪
回
と
い
う
點
て
句
か
結
は
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。

武
宗
が
河
湟
を
奪
回
て
き
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
、
作
者
杜
牧
の
意
識
か
置
か

一
〇
〇

れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
に
借
り
て
、
果
た
す

へ
き
河
湟
奪
回
と
い
う
杜
牧

の
宿
願

か
、
直
截
に
迹

へ
ら
れ
て
い
る
。
い
か
に
深
い
宿
願
て
あ

っ
た
か
か
窺
わ
れ
よ
う
。

ハの
 

嘗
て
突
厥
討
伐
の
手
柄
を
立
て
た
將
軍
史
憲
忠
を
詠
し
る
詩

「史
將
軍
」
二
首

其
二

(卷

一
)
に
お
い
て
も
、
や
は
り
河
湟
は

「奪
回
す

へ
き
領
土
」
と
し
て
詠

ま
れ
て
い
る
。

(前
四
句
略
)

河
湟
非
内
地

河
渥
は
内
地
に
非
ず

安
史
有
遺
塵

安
史
は
遺
塵
有
り

何
日
武
臺
坐

何
れ
の
日
か
武
臺
に
坐
し
て

兵
符
授
虎
臣

兵
符

虎
臣
に
授
け
ら
れ
ん

(河
湟
は
わ
か
王
朝
の
領
土
て
は
な
い
し
、
國
内
て
も
安
史
の
亂
以
後
、
藩

鎭
の
叛
亂
と
い
う
火
種
か
殘

っ
て
い
る
。
何
時
に
な
っ
た
ら
、
漢
の
武
帝
か

匈
奴
討
伐
の
軍
を
迭
り
出
し
た
と
い
う
武
臺
に
坐
し
て
、
天
子
の
討
伐
の
命

を
記
し
た
割
り
符
か
、
勇
猛
な
あ
な
た
に
授
け
ら
れ
る
こ
と
た
ろ
う
。
)

ハ 
 

宣
宗
大
中
三
年

(八
四
九
)
二
月
、
吐
蕃
が
投
降
し
、
と
う
と
う
河
徨
の

一
部

〔秦
州
等
三
州
及
ひ
七
關
〕
か
返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
杜
牧
は
前
年
の
大

中
二
年
よ
り
司
勳
員
外
郎
蒹
史
館
修
撰
と
し
て
朝
廷
勤
務
に
あ
り
、
河
湟
奪
回
の

喜
び
を
國
家

の
中
樞

に
て
體
驗
し
得
た
の
て
あ

っ
た
。

 な
ロ

こ
の
際
に
杜
牧
は
、
宰
相
白
敏
中
等

の
、
宣
宗

へ
の
奉
膾
詩
に
奉
和
し
て

「奉

和
白
相
公
聖
徳
和
罕
、
致
茲
休
運
、
歳
絡
功
就
、
合
詠
盛
明
、
呈
上
三
相
公
長
句

な

四
韻
」
(白
相
公
の
聖
徳
和
罕
、
茲
の
休
運
を
致
し
、
歳
終
り
て
功
就
り
、
合
わ

せ
て
盛
明
を
詠
す
る
に
奉
和
し

て
、
三
相
公
に
呈
上
す
長
句
四
韻
)

〔卷
二
〕
を

詠
し
た
。



行
看
臘
破
好
年
光

萬
壽
南
山
封
未
央

黠
戞
可
汗
脩
職
貢

文
思
天
子
復
河
湟

應
須
日
御
西
巡
狩

不
霰
星
弧
北
射
狼

吉
甫
裁
詩
歌
盛
業

一
篇
江
漢
美
宣
王

行
く
ゆ
く
看
ん
と
す

臘
破
れ
年
光
好
ろ
し
き
を

萬
壽

南
山

未
央
に
封
す

黠
戞
可
汗

職
貢
を
脩
め

文
思
天
子

河
湟
を
復
す

應
に
須
ら
く

日
御
西
の
か
た
巡
狩
す
へ
し

星
弧

北
の
か
た
狼
を
射
る
を
假
り
す

吉
甫

詩
を
裁
し
て
盛
業
を
歌
い

一
篇
の
江
漢

宣
王
を
美
む

ハ 
ロ

ま
た
同
年
八
月
、
河
湟

の
住
民
だ

っ
た
漢
人
千
餘
人
か
宮
城
を
訪
れ
た
。
宣
宗

は
延
喜
門
の
樓
に
て
彼
ら
を
慰
撫
し
、
彼
ら
は
歡
喜
に
沸
い
た
。
『
資
治
通
鑑
』

卷
二
四
八
宣
宗
大
中
三
年

の
條
に

「八
月
乙
酉
、
河

・
朧
老
幼
千
餘
人
詣
闕
。
己

丑
、
上
御
延
喜
門
樓
見
之
、
歡
呼
舞
躍
、
解
胡
服
、
襲
冠
帶
、
觀
者
皆
呼
萬
歳
」

(八
月
乙
酉
、
河

・
隴
の
老
幼
千
餘
人
闕
に
詣

つ
。
己
丑
、
上
は
延
喜
門
の
樓
に

御
し
て
之
を
見
る
に
、
歡
呼
舞
躍
し
、
胡
服
を
解
き
、
冠
帶
を
襲

い
て
、
觀
者
は

皆
な
萬
歳
を
呼
ぶ
)
と
記
す
。
そ
の
樣
子
を
目
に
し
た
杜
牧
は

「
今
皇
帝
陛
下

一

詔
徴
兵
、
不
日
功
集
、
河
湟
諸
郡
、
次
第
歸
降
、
臣
獲
覩
聖
功
、
輒
獻
歌
詠
」

つ
ど

(今
皇
帚
陛
下

一
た
び
徴
兵
を
詔

し
て
よ
り
、
日
な
ら
ず
し
て
功
集
い
、
河
湟

の

諸
郡
、
次
第
に
歸
降
す
、
臣
は
聖
功
を
覩
る
を
獲
て
、
輒
ち
歌
詠
を
獻
ず
)

〔卷

二
〕
を
宣
宗

へ
奉
膾
す
る
。
こ
の
詩
は
、
現
存
す
る
作
品
中
で
唯

一
、
杜
牧
か
皇

帝

へ
奉
膾
し
た
詩
て
あ
る
。
杜
牧
か
詩
に
繰
り
返
し
詠
し
た
河
徨
の
奪
回
か
と
う

と
う
果
た
さ
れ
た
わ
け
て
あ
り
、

そ
の
強
い
關
心
と
喜
び
ゆ
え
に
奉
膾
に
至

っ
た

の
て
あ
ろ
う
。

捷
書
皆
應
睿
謀
期

捷
書

皆
な
睿
謀
の
期
に
應
じ

十
萬
曽
無

一
鏃
遺

漢
武
慙
誇
朔
方
地

宣
王
休
道
太
原
師

威
加
塞
外
寒
來
早

恩
入
河
源
凍
合
遲

聽
取
滿
城
歌
舞
曲

凉
州
聲
韻
喜
參
差

(踊
)

更
に
、

へ
膾
る

業
は
韜
略
を
深
く
し
、

勸
す
る
有
り
)
〔外
集
〕

す
な
わ

十
萬

曽
ち

一
鏃
の
遺
す
無
し

漢
武

朔
方
の
地
を
誇
る
を
慙
ち

宣
王

太
原
の
師
を
道
う
を
休
む

威
は

塞
外
に
加
わ
り
て

寒
の
來
た
る
こ
と
早
く

恩
は

河
源
に
入
り
て
凍
の
合
す
る
こ
と
遅
し

聽
取
せ
ん

滿
城
歌
舞
の
曲

凉
州
の
聲
韻

喜
ぶ
こ
と
參
差
た
り

こ
の
頃
に
江
西
觀
察
使
に
赴
任
し
た
、
姉
の
夫
の
裴
儔

〔裴
延
翰
の
父
〕

「中
丞
業
深
韜
略
、
志
在
功
名
、
再
奉
長
句

一
篇
、
兼
有
諮
勸
」
(中
丞

志
は
功
名
に
在
り
、
再
び
長
句

一
篇
を
奉
じ
、
兼
ね
て
諮

て
は
、
詩
の
末
尾
て
次
の
よ
う
に
詠
し
て
い
る
。

ム
ロと

要
君
嚴
重
疎
歡
樂

君
に
要
む

嚴
重
に
し
て
歡
樂
を
疎
ん
ぜ
よ

獪
有
河
湟
可
下
鞭

獪
お
有
り

河
徨
の
鞭
を
下
す

べ
き
こ
と

(中
丞
殿
よ
、
ど
う
そ
自
重
し
て
下
さ
い
。
河
徨
の
地
は

一
部
を
取
り
戻
し

た
と
は
い
え
、
ま
た
鞭
を
降
ろ
す
よ
う
に
嚴
し
く
見
張
ら
な
い
と
、
殘
る
土

地
か
、
と
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
。)

以
上
に
舉
げ
た
詩
に
お
い
て
、
河
湟
と
は
、
全
て

「奪
回
す

へ
き
邊
塞
地
」
と

い
う

一
定
の
方
向
の
も
と
に
詠
し
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
到
る
。

「河
徨
」
詩
て
は
、
彼
の
地
か
、
才
略
あ
る
宰
相
に
よ
っ
て
も
中
興
の
主
た
る

憲
宗
に
よ

っ
て
も
奪
回
て
き
ぬ
ま
ま
現
在
に
至
る
場
所
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

「皇
風
」
詩

て
は
、
自
身
か
先
驅
け
と
な

っ
て
て
も
河
徨
を
奪
回
し
た
い
と
い
う

壯
志
を
述

へ
、
武
宗
に
河
徨
奪
回
を
實
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
し
て
杜
牧
の
念
願
て
あ

っ
た
河
徨
の
奪
回
か
よ
う
や
く
果
た
さ
れ
た
際
に
は
、

杜
牧

の
邊
塞
を
詠
し
る
詩

に

つ
い

て

一
〇

一
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杜
牧
は
恐
ら
く
は
生
涯
て
た
た

一
度
、
皇
帝

へ
の
奉
膾
詩
を
詠
し
て
、
そ
の
喜
び

を
表
現
し
た
。
と
同
時

に
ま
た
、
殘
る
領
土
の
奪
回
に
も
強
く
關
心
を
抱
い
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、
杜
牧

に
お
け
る
河
湟
と
は
、
現
實
的
政
策
の
對
象
と
し
て
詠

じ
ら
れ
、
常
に
そ
の
奪
回
に
關
心
を
寄
せ
續
け
た
場
所
て
あ

っ
た
こ
と
か
理
解
さ

れ
よ
う
。

五
、
杜
牧
に
お
け
る
邊
塞
-
河
湟
1

以
上
ま
て
に
見

て
き
た
杜
牧

の

「
河
湟
」
を
詠
し
る
詩
か
ら
、
改
め
て
杜
牧
か

邊
塞
と
い
う
題
材

に
向
き
合
う
際

の
表
現
姿
勢
、
描
寫
傾
向
を
檢
討
し
た
い
。
杜

牧
か
遺
す

こ
と
を
意
識
し
た

「邊
塞
詩
」
と
は
如
何
な
る
も
の
て
あ
り
、
そ
れ
は

意
識
し
な
か

っ
た

『外
集
』
・
『別
集
』
所
收
の
詩
と
較

へ
て
如
何
に
異
な
る
の
か
。

更
に
そ
こ
か
ら
、
杜
牧

の
如
何
な
る
詩
歌
觀
や
詩
人
と
し
て
の
個
性
を
確
認
し
う

る
の
た
ろ
う
か
。

一
〇

二

諸
侯
持
節
望
吾
土

諸
侯

節
を
持
ち
て

吾
か
土
を
望
み

男
子
生
身
負
我
唐

男
子

生
身

我
か
唐
を
負
う

迴
望
風
光
成
異
域

迴
望
す

風
光

異
域
と
成
る
を

誰
能
獻
計
復
河
湟

誰
か
能
く
計
を
獻
じ
て
河
湟
を
復
せ
ん

(あ
の
賀
蘭
山

〔寧
夏
ウ
イ
ク
ル
自
冶
區
銀
川
付
近
。
靈
武
節
度
使

の
管
轄

區
と
、
吐
蕃
の
占
領
す
る

一
帶
と
の
境
〕
か
吐
蕃
の
地
と
の
境
界
て
、
こ
こ

か
ら
蕭
關

〔甘
肅
省
固
原
。
昔
の
四
關
の

一
〕
を
拔
け
る
と
、
道
は
荒
凉
と

し
て
く
る
。
無
限
に
續
く
城
壁
と
そ
れ
を
取
り
卷
く
濠
と
は
、
我
が
唐
王
朝

の
領
土

て
は
な
く
、
ど
れ
程
の
漢
人
が
こ
の
地
に
い
る
こ
と
か
。
諸
侯
は
出

征
か
命
ぜ
ら
れ
た
割
り
符
を
持

っ
て
嘗
て
の
領
土
を
眺
め
、
若
者
は
自
身
の

體
て
唐
王
朝
を

一
身
に
背
負
う
。
遙
か
に
眺
め
る
、
吐
蕃
の
地
と
な
っ
た
そ

の
景
色
を
。

一
體
誰
か
優
れ
た
策
略
を
獻
上
し
て
、
河
湟
の
地
を
奪
回
て
き

る
の
た
ろ
う
。
)

(1
)
同
時
代
詩
人
の
邊
塞
詩

こ
こ
て
、
杜
牧
と
同
時
代

の
詩

人
て
あ
る
、
顧
况
の
子

・
顧
非
熊

(約
七
九
七

～
?
)
の
七
言
律
詩

「
出
塞
即
事
」
二
首
其

の
二

(『
全
唐
詩
』
卷
五
〇
九
)
を

.
例
に
取
り
、
比
較
を
交
え
る
こ
と

に
し
た
い
。
そ
の
詩
中
に
は
杜
牧
作
品
と
の
相

違
點
か
見
い
た
さ
れ
、
杜
牧
か

「邊
塞
」
と
い
う
題
材
に
向
き
合
う
態
度
を
相
對

的
に
把
握
す
る
の
に
適
す
る
か
ら

て
あ
る
。

賀
蘭
山
便
是
戎
疆

此
去
蕭
關
路
幾
荒

無
限
城
池
非
漢
界

幾
多
人
物
在
胡
郷

賀
蘭
山
は
便
ち
是
れ
戎
疆

ち
か

此
よ
り
蕭
關
を
去
れ
ば

路

荒
る
る
に
幾
し

無
限
の
城
池
は
漢
界
に
非
す

幾
多
の
入
物

胡
郷
に
在
る
や

(2
)
「
河
湟
」
の
語
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ

「出
塞
即
事
」
の
舞
臺
は
、
出
征
兵
士

の
目
を
逋
し
て
描
か
れ
る
い
わ
ば
想
像

上

の
邊
塞
世
界
て
あ
り
、
詩
中
の

「
河
湟
」
は
、
兵
士
の
目
の
前
に
廣
か
る
廣
大

な
邊
塞

の
地
を
象
徴
す
る
語
て
あ
る
。
第
二
節

(2
)
に
前
述
し
た
通
り
、
杜
牧

に
も
、

こ
の
よ
う
な
顧
非
熊
の
詩
と
同
樣
に
、
傳
統
的
手
法
を
用
い
て
想
像

の
邊

塞
を
描
く
詩
は
存
在
す
る
。
但
し
そ
の

一
蓮
の
詩
は
、
杜
牧
か
閲
し
て

一
度
は
捨

て
た
作
品
を
收
め
る

『外
集
』、
『
別
集
』
に
偏
在
し
て
い
た
。

翻

っ
て

『樊
川
文
集
』
に
收
め
る

「河
湟
」
を
詠
し
た
詩
は
と
い
え
は
、
「
河

湟
」
詩
以
外

の
詩
に
お
い
て
、
詩
中
に
は
邊
塞
の
イ
メ
ー
ン
を
喚
起
す
る
胡
笳
や

烽
火
、
ひ
い
て
は
兵
士
の
姿
か
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
河
湟
は
想
像
上
の
空
聞

で
は
な
く
、
奪
回
さ
れ
ね
は
な
ら
ぬ
領
土
の

一
部
、
と
い
う
、
ひ
た
す
ら
に
現
實



的
政
策
の
對
象
と
し
て
言
及
さ
れ

て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
杜
牧

の
邊
塞
を
詠
し
る
詩
を
總
體
的
に
み
る
と
、
『
樊
川
文
集
』

に
お
い
て
は
詩
中
に

「
河
徨
」
の
語
を
詠
み
込
み
、
邊
塞
を
現
實
的
に
描
く
。

一

ロ
あ
ね

方
、
『外
集
』
と

『
別
集
』
に
お

い
て
は

「河
擡
」

の
語
を
含
ま
す
、
邊
塞
を
想

像

の
世
界
と
し
て
描
く
。
兩
者
に
は
、
そ
の
よ
う
な
截
然
た
る
差
異
か
認
め
ら
れ

る
の
て
あ
る
。

こ
の
兩
者
の
差
異
を
生
じ
る
要

因
は
、
①
詩

の
構
造

(外
的
要
因
)
と
、
②
杜

牧
の
詩
作
に
お
け
る
志
向

(内
的
要
因
)
と
の
二
點
に
在
る
と
思
わ
れ
る
。

①
詩
の
構
造

に
つ
い
て
は
、
『
樊
川
文
集
』
所
收
の
詩
は
、
河
湟
奪
回
の
際
な

ど
の
具
體
的
な
時
宜
、
ま
た
は
特

定
の
相
手

へ
詩
を
膾
る
と
い
っ
た
個
別
的
な
場

面
に
即
し
て
お
り
、
そ
の
詩
中
に
河
湟
を
素
材

(部
分
的

・
個
別
的
な
も
の
)
と

し
て
詠
み
込
む
、
と
い
う
構
造
を
持

っ
て
い
る
。
他
方
の

『
外
集
』
と

『別
集
』

所
收
詩
に
お
い
て
は
、
邊
塞
そ
れ
自
體
を
圭
題

(全
體
的

・
統

一
的
な
も
の
)
と

し
て
用
い
て
い
る
。

無
論
、
『
樊
川
文
集
』
所
收
詩

に
も
、
邊
塞
自
體
を
主
題
と
す
る
詩
か
存
在
す

る
。
第
四
節
に
擧
げ
た

「
河
湟
」
詩
が
そ
れ
て
あ
る
。
但
し
そ
こ
に
描
か
れ
る
邊

塞
は
、
完
全
な
想
像

の
世
界
と
は
少
し
く
異
な

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
、

河
湟

の
歴
史
的
經
緯
か
詩

の
牢
分
を
占
あ
る
た
め
に
、
詠
史
詩
に
似
て
議
論
め
い

た
風
格
を
備
え
、
顧
非
熊
の
詩
の
如
く
邊
塞
の
空
聞
を
描
く
い
わ
ゆ
る

「邊
塞
詩
」

の
系
統
に
は
收
ま
り
き
れ
な
い
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
て
あ
る
。

②
詩
作
に
お
け
る
志
向
は
、
樂
府
系
邊
塞
詩

の
寡
作
と
い
う
點
か
鍵
と
な
る
。

第
二
節
に
述

へ
た
通
り
、
杜
牧
は
同
時
代
詩
人

の
中

て
も
と
り
わ
け
樂
府
系
邊
塞

詩
を
制
作
し
な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
杜
牧
は
、
樂
府
題
を
用
い
る
か
否
か
に
拘
わ

ら
す
、
樂
府
系
盪
塞
詩
か
持

つ

「イ
メ
ー
ノ
上

の
邊
塞
」
と
い
う
描
き
方
自
體
を

良
し
と
せ
す
、
故
に
そ
の
傳
統
的
手
法

に
即
し
た
邊
塞
詩
を
、
制
作
は
し
て
も
遺

杜
牧
の
邊
塞
を
詠
し
る
詩
に
つ
い
て

す
こ
と
は
意
圖
し
な
か

っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て

一
度
は
捨
て
た
作
品
か
、

後

に
結
果
と
し
て

『
外
集
』、
『
別
集
』
に
收
録
さ
れ
た
の
て
あ
ろ
う
。

(3
)
覗
點
の
所
在

ハ 
 

松
浦
友
久

「樂
府

・
新
樂
府

・
歌
行
論
-
表
現
機
能
の
異
同
を
中
心
に
ー
」
は
、

古
樂
府
の
表
現
機
能
に

「
靦
點
の
三
人
稱
化
、
場
面
の
客
體
化
」
と
い
う
點
か
あ

る
と
論
じ
、
そ
の
意
味
を

「古
樂
府
系
の
作
品
て
は
、

一
般
に
、
作
者
の

一
人
稱

的
な
個
別
的
覗
線
は
捨
象
さ
れ
、
共
有
化
さ
れ
た
第
三
人
稱
的
な
覗
點
か
ら

一
首

全
體
か
描
寫
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
作
品
中
の
場
面
は
、
伶

者
個
人
の
圭
體
的
な
體
驗
の
場
と
し
て
で
な
く
、
い
わ
は
舞
臺
上

の
場
面
の
よ
う

に
、
客
體
化
さ
れ
て
提
示
さ
れ
る
の
か
普
逋
て
あ
る
。
」
と
述

へ
て
い
る
。

こ
の

「
視
點
の
所
在
」
と
い
う
觀
點
に
基
づ
き
、
兩
者
の
詩
を
捉
え
直
し
て
み
た
い
。

顧
非
熊
の
詩
は
古
樂
府
て
は
な
い
か
、
そ
の
構
造
及
び
内
容
上
の
性
質
は
、
古

樂
府
系
邊
塞
詩
の
傳
統
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
詩
全
體
は
、
作
中
人
物
て
あ

る
兵
士
の
覗
點
に
貫
か
れ
、
兵
士
の
心
情
を
吐
露
す
る
。
句
末
二
句
に
詠
し
ら
れ

る
嘆
き
と
批
刋
と
は
、
兵
士
の
み
て
な
く
更
に
主
體
を
特
定
し
な
い
感
情
に
ま
て

擴
か
り
、
い
わ
ば
讃
み
手
と
そ
の
感
情
を
共
有
す
る
。
從

っ
て
顧
非
熊
の
詩
は
、

「三
人
稱
」
の
親
點
か
ら

「
客
體
化
」
さ
れ
た
世
界
を
詠
し
て
い
る
、
と
い
え
る
。

そ
れ
に
對
し
て
杜
牧

の

「
河
徨
」
詩
は
、
「出
塞
即
事
」
と
同
樣
に
邊
塞
を
圭

題
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
構
造
は
や
や
異
な
る
。
詩
中
に
は
作
中
人
物
か
存
在
せ

す
、
作
者
杜
牧
の

「
一
人
稱
的
」
な
視
點
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
、

河
徨
を
素
材
と
し
て
詠
じ
る
詩
に
お
い
て
も
、
個
別
的
、
具
體
的
な
場
面
に
即
し

て
詠
し
る
ゆ
え
に
、
杜
牧
の
靦
點
か
ら
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

總
じ
て
杜
牧
詩
に
お
け
る
河
徨
は
、
そ
の
内
側
の
世
界
か
ら
描
く
の
て
は
な
く

相
對
化
さ
れ
て
、
杜
牧
か
杜
牧
の
靦
點
か
ら
、
そ
れ
も
杜
牧

の
心
情
を
反
映
し
た

一
〇
三
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經
世
家
の
覗
點
に
徹
し
て
描
か
れ

て
い
る
の
て
あ
る
。

(4
)
中
晩
唐
と
い
う
時
代

の
中
で

ハオ
ね

董
乃
斌

「論
中
晩
唐
的
邊
塞
詩
」
は
、
中
晩
唐
期
の
邊
塞
詩
の
特
徴
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
ま
す
、
そ
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
は
、

由
反
映
外
患
而
深
刻
觸
及
内
憂
、
從
而
尖
鏡
地
秤
撃
朝
廷
政
冶
、
野
昏
庸
腐

朽
的
統
治
者
施
以
當
頭
棒
喝
、
這
乃
是
中
晩
唐
邊
塞
詩
在
思
想
内
容
上
最
根

本
的
特
點
。

(外
患
を
反
映
し
、
深
く
内
憂
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
朝
廷
の
政
冶

を
鋭
く
論
難
し
、
愚
昧

て
腐
敗
し
た
統
治
者
に
對
し
て
は
激
し
く
猛
省
を
促

す
と
い
う
、
こ
れ
こ
そ
か
中
晩
唐
邊
塞
詩
の
思
想
内
容

に
お
け
る
最
も
根
本

的
な
特
徴
て
あ
る
)

と
し
て
、
そ
こ
に

「政
冶
批
到
」

の
觀
點
か
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

更
に
ま
た
、
愛
國
心
の
強
い
詩
人
の
詩
と
し
て
、
杜
牧

「
河
湟
」
と

「
早
雁
」

(卷
三
)、
及
び
そ
の
他
の
詩
人

の
詩

(賈
島

「代
邊
將
」
、
雍
陶

「塞
路
初
晴
」

等
)
を
例
に
掲
げ
、

他
們
在
詩
中
還
常
常
表
現
出
不
惜
以
身
許
國
、
爲
王
前
驅
的
可
貴
熱
情
、

一

旦
這
種
熱
情
遭
到
冷
遇
、
則
又
化
爲
滿
腔
憂
憤
傾
瀉
出
來
。
・

一
方
面
、
這

些
詩
議
論
剖
析
、
陳
詞
獻
策

的
成
扮
加
重
了
、
詩
人
們
從
各
個
角
度
、
特
別

是
就
最
高
統
冶
者
的
方
針
大

計
提
了
許
多
意
見
、
使
得
邊
塞
詩
明
顯
地
加
強

了
説
理
性
。
男

一
方
面
、
由

于
邊
彊
現
状
的
危
困
、
問
題
的
棘
手
、
前
途
的

可
憂
、
這
些
詩
在

一
般
邊
塞
詩
通
常
的
激
揚
昂
奮
之
中
又
透
出
凄
凉
、
悲
哀

乃
至
肅
殺
之
氣
。

(彼
ら
は
詩
中

で
常
に
身
を
以
て
國
に
捧
げ
、
君
主

の
た
め
に
先
驅
け
と
な

る
と
い
う
貴
ぶ
べ
き
情
熱
を
常
に
表
現
し
、

一
度

こ
の
手
の
情
熱
か
冷
遇
さ

一
〇
四

れ
る
目
に
遭
う
と
、
滿
腔
の
憂
い
や
憤
り
を
ふ

つ
け
る
の
て
あ
る
。
:

一
方

で
は
、
こ
れ
ら
の
詩
に
は
議
論
と
分
析
、
進
言
と
對
策
の
獻
上
と
い
う
要
素

が
強
ま
り
、
詩
人
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
、
特
に
最
高
統
治
者
の
方
針

・

計
畫
に
封
し
て
多
く
の
意
見
を
呈
し
た
、
こ
の
事
に
よ

っ
て
邊
塞
詩
は
明
ら

か
に
説
理
性
を
強
め
た
の
で
あ

っ
た
。
ま
た

一
方
て
は
、
邊
塞
の
現
状
の
危

機
と
問
題
の
厄
介
さ
、
前
途
の
憂
い
に
因
り
、
こ
れ
ら
の
詩
は
、
普
通
の
邊

塞
詩
な
ら
は
通
常
昂
揚
し
て
い
た
の
に
對
し
て
、
も
の
悲
し
く
、
痛
ま
し
く
、

ひ
い
て
は
寂
寥
と
し
た
雰
圍
氣
を
呈
し
て
い
る
。)

と
邇

へ
る
。
ま
と
め
る
と
、
彼
ら
の
詩
は
①
國
家
に
盡
く
さ
ん
と
す
る
情
熱
、
②

肚
會
状
況
の
議
論
分
析
に
よ
る
説
理
性
、
③
現
状
を
反
映
し
た
悲
哀
の
情
感
を
帶

ひ
て
お
り
、
杜
牧
は
そ
の
代
表
韵
な
詩
人
1

と
い
う
わ
け
て
あ
る
。

確
か
に
以
上
ま
で
に
掲
げ
た
杜
牧
の
詩
に
は
、
右

の
點
か
窺
わ
れ
よ
う
。
こ
こ

て
更
に

一
歩
を
進
め
て
、
①
と
②
の
點
は
、
杜
牧
詩
文
か
本
來
特
徴
と
す
る
要
素

と
關
わ
り
か
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

①
の
情
熱
は
、
杜
牧
の
豪
の
詩
風
と
相
俟

っ
て
、
高
ら
か
に
詠
い
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
②
の
、
特

に
説
理
性
と
い
う
點
に
着
目
す
る
と
、
そ
れ
は
杜
牧
の
代

表
作
と
お
ほ
し
き

「赤
壁
」
(卷
四
)
、
「題
烏
江
亭
」
(卷
四
)
と
い
っ
た
詠
史
詩

に
お
い
て
、
端
的
に
表
さ
れ
る
も
の
て
あ
る
。
正
に

「河
湟
」
詩
に
も
、
詩
の
前

牟

に
詠
史
詩
的
な
表
現
が
含
ま
れ
、
そ
れ
か
も
た
ら
す
説
理
性
が
、
後
孚
部
分

の

基
調
と
な
る
③
の
悲
哀
の
情
感
と

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
成
す
效
果
を
生
ん
で
い
よ
う
。

異
民
族
と
の
戰
爭
か
多
發
す
る
時
代
を
承
け
て
、
杜
牧
の
關
心
は
よ
り
邊
塞
に

向
か
い
や
す
く
な

っ
た
。
こ
の
關
心
の
も
と
に
杜
牧
は
邊
塞
を
詠
じ
、
そ
れ
は
豪

の
詩
風
や
読
理
性
等
と
相
俟
っ
て
、
個
別
的

・
且
餔
胆
的
な
詩

へ
と
結
ひ
つ
い
て
い

っ

た
の
て
あ
ろ
う
。



六
、
異
民
族
討
伐

の
論
策
と
、
序
と
し

て
の
詩

杜
牧
に
お
い
て
、
異
民
族
討
伐

へ
の
情
熱
と
そ
れ
に
關
す
る
表
述
と
は
、
實
際

の
政
治
行
動
と
密
接

に
蓮
動
し
て
い
た
。

ウ
イ
グ
ル

安
史

の
亂
以
來
唐
朝
を
脅
か
し
續
け
た
回
鶻
と
吐
蕃
の
兩
民
族
は
、
武
宗
朝

(會
昌
元
年
-
六
年

〔八
四

一
～
八

四
六
〕)
の
頃
に
至
る
と
、
と
も
に
内
紛
に
よ
っ

て
衰
退
す
る
。
そ
れ
を
機

に
、
武
宗
朝
に
て
權
勢
を
誇

っ
た
宰
相
李
徳
裕
は
、
そ

の
討
伐
に
力
を
注
い
だ
。

 ぬ
ロ

杜
牧
は
、
そ
れ
以
前
に
勃
發
し
た
政
治
事
變

「甘
露

の
變
」
(文
宗
大
和
九
年

〔八
三
五
〕
)
後
に
は
、
そ
れ
ま
て
精
力
的
だ

っ
た
政
策
の
獻
上
を
止
め
、
政
治
問

題

へ
の
關
心
を
失

っ
た
か
の
よ
う

て
あ

っ
た
。
し
か
し
武
宗
會
昌
二
年

(八
四
二
)

に
中
央
勤
務

〔比
部
員
外
郎
兼
史
館
修
撰
〕
か
ら
黄
州
刺
史

〔湖
北
省
新
洲
縣
〕

へ
赴
任
す
る
と
、
杜
牧
は
再
び
異
民
族
討
伐
と
い
う
時
事
問
題
に
關
し
て
積
極
的

な
表
現
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
杜
牧
に
は
こ
の
よ
う
に
、
瓧
會
状
况
と
政
情
と
の

變
化
に
對
し
て
敏
感
に
對
應
す
る
側
面
か
あ

っ
た
。

次
に
掲
げ
る
黄
州
刺
史
在
任
期

(會
昌
二
年
-
四
年

〔八
四
二
～
八
四
四
〕
)

の
長
編
古
詩

「郡
齋
獨
酌
」
(卷

一
)
に
は
、
異
民
族
討
伐
を
含
め
た
經
世
家
た

る
杜
牧
の
理
想
か
、
力
強
く
ま
た
伸
び
や
か
に
詠
し
ら
れ
て
い
る
。

(前
の
部
分
省
略
)

卒
生
五
色
線

願
補
舜
衣
裳

絃
歌
教
燕
趙

蘭
控
浴
河
湟

腥
臚

一
掃
灑

卒
生

五
色
線
も
て

舜
の
衣
裳
を
補
わ
ん
こ
と
を
願
う

絃
歌
も
て

燕
趙
を
教
え

蘭
韮
も
て

河
湟
を
浴
せ
し
め
ん

せ
い
せ
ん

腥
臚

一
に
掃
灑
し

兇
狠
皆
披
攘

生
人
但
眠
食

壽
域
富
農
桑

孤
吟
志
在
此

自
亦
笑
荒
唐

(常

に
天
子
を
諌
め
る
文
辭

思

っ
て
い
る
。

蕃
の
占
領
す
る
河
湟
の
地
を
君
子

の
徳

て
清
め
よ
う
。

な
準
ら
け
、
反
亂
軍
の
藩
鎭
は
全

て
潰
滅
し
た
い
。

生
活
し
、
天
壽
を
全
う
て
き
る
よ
う
な
太
卒
の
世
に
し
て
、

さ
せ
る
の
た
。

れ
ほ
ど
の
壯
大
な
願
望
に
は
、

兇
狠

皆
な
披
攘
せ
ん

生
人

但
た
眠
食
し

壽
域

農
桑
を
富
ま
し
め
ん

孤
吟

志
は
此
に
在
る
も

自
ら
亦
た
荒
唐
な
る
を
笑
う

〔五
色
線
〕
を
以
て
、
そ
の
補
佐
を
し
た
い
と

反
亂
す
る
河
北
や
河
東
の
地
を
禮
樂
に
よ

っ
て
敏
化
し
、
吐

侵
入
す
る
外
敵
は
皆

人
民
か
專
ら
安
心
し
て

農
作
を
豐
か
に

そ
ん
な
思
い
を

一
人
詠
じ
て
志
は
こ
こ
に
あ
る
の
だ
か
、
ご

自
分

て
も
荒
唐
無
稽
さ
を
お
か
し
く
思
う
。
)

ま
た
、
『資
冶
通
鑑
』
卷
二
四
六
武
宗
會
昌
二
年
八
月
の
條
に

「可
仟
帥
衆
過

杷
頭
烽
南
、
突
入
大
同
川
、
驅
掠
河
東
雜
虜
牛
馬
數
萬

詔
發
陳
…
等
兵
屯
太
原

・

俟
來
春
驅
逐
回
鶻
」
(可
汗
は
衆
を
帥
い
て
杷
頭
烽
の
南
に
過
き
り
、
大
同
川
に

ほ
な

突
入
し
、
河
東
の
雜
虜
牛
馬
數
萬
を
驅
掠
す
・
陳

・等
の
兵
を
發
ち
て
太
原
…
に

屯
し
、
來
春
を
俟
ち
て
回
鶻
を
驅
逐
す
る
を
詔
す
)
と
あ
る
。
「郡
齋
獨
酌
」
と

同
し
く
黄
州
刺
史
在
任
期
の
長
編
古
詩

「
雪
中
書
懷
」
(卷

]
)
て
は
、
こ
の
回

鶻
侵
略
の
事
件
に
觸
れ
て
、
回
鶻
討
伐
へ
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

(前
の
部
分
省
略
)

北
虜
壞
亭
障

聞
屯
千
里
師

牽
蓮
久
不
解

北
虜

亭
障
を
壞
し

千
里
の
師
を
屯
す
る
を
聞
く

牽
蓮

久
し
く
解
か
さ
れ
ば

杜
牧
の
邊
塞
を
詠
し
る
詩
に
つ
い
て

一
〇
五



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
六
集

他
盜
恐
旁
窺

臣
實
有
長
策

彼
可
徐
鞭
笞

如
蒙

一
召
議

食
肉
寢
其
皮

斯
乃
廟
堂
事

爾
微
非
爾
知

向
來
臘
等
語

長
作
陷
身
機

(回
鶻
か
砦

の
番
所
を
破
壞

し
、

屯
さ
せ
た
と
い
う
事
を
聞
い
た
。

ば
、
反
亂
す
る
藩
鎭
か
傍
て
隙
を
狙
う
こ
と
か
心
配
た
。
私
に
は
優
れ
た
策

略
か
あ
り
、
回
鶻
を
ゆ
る
や
か
に
制
壓
て
き
る
。
私
か

一
度
朝
廷
か
ら
議
論

に
招
か
れ
た
ら
、
回
鶻
の
肉

を
食

へ
て
そ
の
皮
に
寢
る
こ
と
に
な
る
た
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
は
朝
廷
の
決
め

る
事
。
お
前

〔杜
牧
自
身
〕
は
卑
し
い
身
な
の

た
か
ら
、
お
前
の
つ
か
さ
ど

る
と
こ
ろ
て
は
な
い
。
昔
か
ら
身
分
を
超
え
た

發
言
は
、
久
し
く
身
を
陷
れ
ら
れ
る
罠
と
な

っ
て
き
た
の
た
。)

他
盜

旁
に
窺
わ
ん
こ
と
を
恐
る

臣

實
に
長
策
有
り

ゆ
る
や

彼

徐

か
に
鞭
笞
す

へ
し

如
し

一
た
ひ
召
議
を
蒙
ら
ば

肉
を
食
ら
い
其
の
皮
に
寢
ね
ん

斯
れ
乃
ち
廟
堂
の
事

づ
か
さ
ど

爾

微
な
れ
ぱ

爾
の

知

る
と
こ
ろ
に
非
す

向
來

臘
等
の
語
は

な

長
く
作
る

陷
身
の
機
に

朝
廷
は
千
里
に
も
蓮
な
る
程
の
大
軍
を
駐

そ
の
大
軍
が
長
ら
く
守
備
を
解
か
な
け
れ

詩
中
て
は

「長
策

〔優
れ
た
策
略
〕」

の
獻
上
を
、
身
分
違
い
の
僭
越
な
行
動

だ
と
謙
遜
す
る
か
、
却

っ
て
こ
の
口
吻
に
は
杜
牧
の
自
信
か
窺
わ
れ
よ
う
。
事
實
、

こ
の

「長
策
」
は
、
後
に
具
體
的
な
策
略
と
し
て
獻
上
さ
れ
た
の
て
あ
る
。
會
昌

四
年
九
月
、
杜
牧
は
黄
州
刺
史
か
ら
池
州
刺
史

〔安
徽
省
貴
池
市
〕
に
轉
任
し
、

そ
こ
て
回
鶻
討
伐
の
策
略

「
上
李
太
尉
論
北
邊
事
啓
」

(卷
十
六
)
を
李
徳
裕
に

ハお
ロ

獻
上
し
た
。

こ
の
策
略
こ
そ
は
、
「
雪
中
書
懷
」
に
述
べ
る

「長
策
」
に
該
當
し

よ
う
。

一
〇
六

但
し
そ
の
策
略
の
具
體
的
な
内
容
は
、
杜
牧
獨
自
の
發
想
に
よ
る
も
の
て
は
な

い
。
『魏
書
』
卷
三
十
五
崔
浩
傳
に
み
え
る
、
崔
浩
か
蠕
蠕
を
討
伐
す
る
際

の
策

略
を
、
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
も
の
て
あ
る
。
杜
牧
は
黄
州
に
て
、
そ
の
地

へ
の
赴
任
を

李
徳
裕
に
よ
る
左
遷
と
見
な
し
て
不
滿
を
懷
く

一
方
て
、
古
典
研
究
に
勵
む
等
の

ハむ
ね

前
向
き
な
心
境
も
持

っ
た
。
從

っ
て
、
黄
州
滯
在
期
に
歴
史
書
か
ら
着
想
を
得
た

の
て
あ
ろ
う
。
し
か
し
杜
牧
は
そ
の

「長
策
」
を
黄
州
任
官
期
に
は
奉
し
な
か

っ

た
。
恐
ら
く
、
以
下
に
遞
べ
る
よ
う
な
時
宜
を
考
慮
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

遡
る
會
昌
三
年
春
、
異
民
族
の
騒
動
と
は
別
に
、
昭
義
節
度
使

〔山
西
省
長
冶

 み
り

市
〕
に
て
劉
槇
の
叛
亂
か
勃
發
し
た
。
杜
牧
は
同
年
七
月
頃
に
、
そ
の
策
略
を
論

す
る

「上
李
司
徒
相
公
論
用
兵
書
」
(卷
十

一
)
を
李
徳
裕
に
奉
し
た
。
『資
治
逋

鑑
』
會
昌
三
年
の
條
に

「時
徳
裕
制
置
澤
瀦
、
亦
頗
采
牧
言
」
(時
に
徳
裕
澤
淵

を
制
置
し
、
亦
た
頗
る
牧
の
言
を
采
る
)
と
記
す
の
に
據
れ
ば
、
李
徳
裕
は
杜
牧

ハ
お
ソ

の
策
略
を
稱
揚
し
た
よ
う
て
あ
る
。

ハみ
ロ

そ
う
し
て
叛
亂
か
翌
會
昌
四
年
八
月
に
卒
定
さ
れ
る
と
、
杜
牧
は
同
し
月
の
内

に
李
徳
裕

へ

「賀
中
書
門
下
卒
澤
潴
啓
」
(卷
十
六
)
を
奉
じ
て
祀
辭
を
述

べ
た
。

そ
の
直
後
、
杜
牧
は
黄
州
刺
史
か
ら
池
州
刺
史
に
轉
出
す
る
。
そ
こ
て
着
任
後
、

恐
ら
く
そ
う
月
日
の
經
た
な
い
内
に
、
今
度
は
回
鶻
を

一
掃
す

へ
く
、
「
上
李
太

尉
論
北
邊
事
啓
」
を
李
徳
裕
に
獻
上
し
た
の
て
あ
る
。

書
中

て
杜
牧
は
、
「古
來
よ
り
王
朝
か
西
域
民
族
を
攻
撃
す
る
の
は
秋
冬
の
季

節
て
あ
り
、
そ
れ
か
西
域
民
族
に
と

っ
て
有
利
な
時
期
て
あ
る
た
め
、
王
朝
側
は

敗
戰
し
て
い
た
」
と
い
う
崔
浩
の
發
言
を
踏
ま
え
、
回
鶻
の
意
表
を

つ
い
て
來
年

の
夏
に
こ
そ
討
伐
す

へ
き
だ
、
と
説
い
て
い
る
。
杜
牧
は
、
昭
義
の
叛
亂
卒
定
の

氣
運
を
そ
の
ま
ま
回
鶻
討
伐
へ
向
け
る
こ
と
を
避
け
て
、
周
到
な
準
備
を
來
夏
ま

て
に
積
ん
で
こ
そ
、
回
鶻
討
伐
を
果
た
せ
る
の
て
は
な
い
か
と
期
待
し
た
の
て
あ

る
。
杜
牧
は
そ
れ
だ
け
眞
劍
に
回
鶻
討
伐
を
望
み
、
ま
た
李
徳
裕
の
政
策

へ
の
期



待
か
ら
、
時
期
を
鑑
み

つ
つ
建
言
し
た
の
た

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
「
長
策
」
に
言

及
す
る
詩
を
著
し
た
後
に
、
蓮
動
す
る
形
て
そ

の

「長
策
」
を
實
際
に
獻
上
し
た

こ
と
か
ら
言
え
は
、
「
雪
中
書
懷
」
詩
は
結
果

的
に
策
略
の

「序
」
に
相
當
し
よ
う
。
杜
牧
に
お
い
て
、
詩
作
と
實
際
の
政
冶
行

動
と
の
兩
者
か
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
、
顯
著
な
例
だ
と
言
え
る
。

河
湟
を
詠
じ
た
詩
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
連
動
し
た
關
係
を
踏
ま
え
る
と
、

よ
り
理
解
し
や
す
く
な
る
た
ろ
う
。

つ
ま
り
、
同
時
期

に
騒
擾

の
地

て
あ

っ
た
河

徨
も
、
回
鶻
の
詩
と
同
し
意
識
の
も
と
に
、
具
體
的
、
個
別
的
な
場
面
に
即
し
て

詠
し
ら
れ
て
い
た
の
て
あ
る
。

な
お
杜
牧

の
こ
の
回
鶻
討
伐

に
關
す
る
策
略
も
、
『舊
唐
書
』
卷

一
四
七
杜
牧

た
や

傳
に

「李
徳
裕
之
を
稱
う
」
と
記
す
の
に
據
れ
ば
、
李
徳
裕
に
高
く
評
價
さ
れ
た

よ
う
て
あ
る
。

そ
し
て
更
に
李
徳
裕
は
、
杜
牧
の
策
略
と
前
後
す
る
九
月
末
に

「論
回
鶻
事
宜
状
」
(『
李
文
饒
文
集
』
卷
十
七
)
を
獻
上
し
て
回
鶻
討
伐
を
願
い

出
た
。
但
し
評
價
さ
れ
た
は
ず
の
杜
牧
の
策
略
か
正
式
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な

ハ
ロ
ロ

く
、
杜
牧
は
結
局
報
わ
れ
ぬ
ま
ま

て
あ

っ
た
。

七
、
結
語

卒
生
よ
り
軍
略
家
と
し
て
の
自
負
を
抱
い
て
い
た
杜
牧
は
、
そ
の
當
時
、
異
民

族
問
題

の
對
象
と
な
っ
て
い
た
邊
塞
に
對
し
て
も
、
大
い
に
關
心
を
寄
せ
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
邊
塞
を
、
主
題
、
ま
た
は
素
材
と
し
て
、
詩
文

に
詠
み
込
ん
た
。
但

し
杜
牧
は
、
邊
塞
詩
に
お
い
て
際
立

っ
た
作
品
を
殘
す

「邊
塞
詩
人
」
に
當
て
は

ま
ら
な
い
た
め
に
、
杜
牧
か
詠
じ
た

「邊
塞
」
は
、

こ
れ
ま
て
十
分
に
注
目
を
受

け
て
こ
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
改
め
て
そ
の
邊
塞
を
詠
し
た
作
品
群
を
見
直
し
、
杜
牧
の

「邊
塞
」

と
い
う
題
材

(主
題

・
素
材
)
に
向
き
合
う
際
の
描
寫
傾
向
、
そ
の
表
現
態
度
に

杜
牧

の
邊
塞

を
詠

し
る
詩

に

つ
い
て

つ
い
て
檢
討
し
て
み
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
樣
々
な
事
實
か
俘
か
び
上
か

っ
て
來
る

の
て
あ
る
。

ま
す
杜
牧
の

「邊
塞
」
を
詠
し
る
詩
に
は
、
杜
牧
の
個
性
か
反
映
さ
れ
た
詩
と
、

い
わ
ゆ
る
漢
魏
六
朝
以
來
の
傳
統
的
手
法
を
用
い
た
邊
塞
詩
と
が
併
存
し
、
そ
れ

は
杜
牧
自
身
の
手
に
よ

っ
て
截
然
と
分
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
杜
牧
作
品
集
の
編
纂
状
况
か
重
要
な
鍵
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

杜
牧

の
個
性
か
反
映
さ
れ
た
詩
は
、
自
身
の
知
友
を
求
め
る
へ
く
後
世
に
傳
え
る

作
品
を
集
め
た

『
樊
川
文
集
』
に
收
め
ら
れ
て
い
た
。
他
方
の
傳
統
的
手
法
を
用

い
た
邊
塞
詩
群
は
、
『
外
集
』、
『
別
集
』
に
偏
在
し
て
收
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

二
集
に
收
め
る
詩
は
、
杜
牧
か

一
度
は
除
外
し
た
作
品
群

て
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
偏
在
す
る
邊
塞
詩
と
は
、
杜
牧
か
遺
す
こ
と
を
願
わ
な
か

っ
た
作
品
群
と

理
解
さ
れ
よ
う
。
こ
の
除
外
は
、
杜
牧
か
樂
府
系
邊
塞
詩
の
特
徴
た
る

「イ
メ
ー

ン
さ
れ
た
邊
塞
」
を
描
く
こ
と
を
重
ん
し
ぬ
故
に
促
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
杜
牧
の
詩
作
に
お
け
る
志
向
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
思
い
は
、
邊
塞

を
詠
し
た
作
品
に
着
目
し
て
こ
そ
、
顯
ら
か
に
淨
か
び
上
か
る
の
て
あ
る
。
そ
れ

は

「飮
酒
」
「閑
適
」
等
と
い

っ
た
他
の
題
材
か
ら
は
、
こ
れ
程
ま
で
明
確
に
は

見
い
出
さ
れ
な
い
た
ろ
う
。

ま
た
、

一
般
に
邊
塞
詩
は
、
閨
中

の
女
性
か
出
征
夫
を
案
ず
る
閨
怨
詩
的
要
素

か
強
い
。
そ
う
し
た
邊
塞
詩
か

『
樊
川
文
集
』

に
見
え
な
い
こ
と
、
及
ひ

『
樊
川

文
集
』
『
外
集
』
『
別
集
』
中

に
、
戰
鬪
の
慘
状
を
描
く
詩
か
無
い
と
い
う
こ
と

ー

こ
の
二
點
は
、
杜
牧
が
主
戰
依
た
る
事
を
傍
證
し
よ
う
。

で
は
、
杜
牧
か
遺
す

へ
く
選
定
し
た
詩
に
お
い
て
、
「
邊
塞
」
は
如
何
に
詠
ま

れ
て
い
た
の
か
。

杜
牧
か
多
用
し
た
吐
蕃
占
領
の
地

「
河
徨
」
と
い
う
語
を
手
か
か
り
に
檢
討
す

る
と
、
そ
れ
は
、
①
杜
牧
か
杜
牧
自
身

の
覗
點
か
ら
、
②
具
體
的
か

つ
個
別
的
な

一
〇
七



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
六
集

場
面
に
郎
し
て
描
か
れ
、
③
異
民
族
討
伐
の
策
略
と
蓮
動
す
る
發
想
を
持
つ
ー

と
い
う
特
色
を
有
し
て
い
た
。
「河
湟
」
と
は
、
軍
略
家
を
自
負
す
る
杜
牧
に
と

っ

て
常
に
關
心
の
所
在

で
あ
り
、
詩
文

に
お
い
て
も
、
奪
回
す
べ
き
政
策
の
對
象
と

し
て
の
み
詠
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

杜
牧
に
お
け
る

「
邊
塞
」
と
は
、
「懐
古
」
「飲
酒
」
「閑
適
」
等
と
比
べ
て
み

て
も
劣
ら
ぬ
、
特
別
な
意
義
を
持

つ
題
材

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
杜
牧
の

詩
歌
觀
や
詩
人
と
し
て
の
個
性
を
明
瞭

に
映
し
出
す
、
そ
の
到
斷
基
準
と
し
て
の

意
義
を
有
し
て
い
る
の
て
あ
る
。

庄(
1
)

杜
牧

の
卒
年

に
關
し

て
は
諸
説
あ
り
、
未

た
に

一
定
し

て
い
な
い
。

こ
こ
て
は
、

植
木
久
行

「杜
牧

生
卒
年
論
據
考
ー
許
渾

ら
の
沒
年
に
も
觸

れ

て
」

(
『集
刊
東
洋
學
』

68
號
、

一
九
九

二
年
十

一
月
)

に
從

う
。

(
2
)

本
稿

て

「
杜
牧

の
作

品
集

」
と
記
す
場
合
、
底
本
と
す

る

『樊

川
文
集
』
所
收

の

『
樊
川
文
集

』、

『
樊

川
外
集
』
、

『
樊
川
別
集
』

を
指
す
。
馮

集
梧

『
樊
川

詩
集
庄
』

所
收

の

「
樊
川
詩
補
遺

」

(『
唐
昔
戊
籤
』
等

か
ら

の
補
録
)

と

「
樊
川
集
遺
收
詩
補

録
」

(『
全
唐

詩
』
か
ら

の
補
録
)
は
、
該
當
作
品

が
有

る
際

の
み
言

及
す

る
。

(
3
)

王
昌
猷

・
周
小
立

「試

論
中
唐
邊
塞
詩
」

(『
唐
代
邊
塞
詩

研
究

論
文
選
粹
』
甘
肅

歡
育
出
版
肚
、

一
九
八
八
年
五
月
所
收
)

は
、
盛
唐
期
邊
塞

詩
は
七
言
歌
行
か
典
型

的
詩
型

て
あ

っ
た

の
か
中
唐

に
到

る
と
短

く
な
り
、
樂
府

の
蕾
題
を
用

い
る
近
體
詩

か
大
多
數
を
占
め
、
短
編

の
五
言
古
詩
も
よ
り
増
加

し
た
と
述

べ
る
。

(
4
)

尹
占
華
校

注

『
張

砧
詩
集
校
庄
』

(甘
肅
文
化
出

版
肚
、

一
九
九
七
年

一
月
)
所

收

「
張
砧
繋
年
考
」
、
及
び
前
掲
注
1
植
木
論
文
に
據
る
。

(
5
)

前
掲
庄
1
植

木
論
文

に
據

る
。

(6
)

但
し
詩

の
第

三

・
四
句
か
、
白
居
易

「
失
鶴
」

(『
白
氏
長

慶
集
』
卷

二
十

三
)

の

第
五

・
六
句
目

と

一
字
を
除

き
重
複

す
る
。

柊
培
基
編

『
全
唐
詩
重

出

誤
收
考
』

一
〇
八

(陝
西
人
民
歡
育
出
版
瓧
、

一
九
九
六
年
八
月
)
參
照
。

(
7
)

原
文

は
次

の
邇

り

て
あ
る
。

「
官
爲
駿
馬
監
、

職
帥
羽
林

兒
。
兩
綬
藏
不

見
、

落

花
何
處
期

。
獵
敲
白
玉
鐙
、
怒
袖
紫
金
鎚
。

田
竇
長
留
醉
、
蘇
辛
曲
讓
岐
。
豪
持
出

塞
節

、
笑
別

遠
山
眉
。
捷
報
雲
臺
賀
、
公

卿
拜
壽
巵
」

(官

は
駿
馬

の
監

と
爲

り
、

か
く

あ
ら

職
は
羽
林
見
を
帥
ゆ
。
兩
綬

藏
し
て
見
わ
さ
ず
、
落
花

何
處
に
か
期
さ
ん
。
獵
し

て
敲
く

白
玉
の
鐙
、
怒
り
て
袖
す

紫
金
の
鎚
。
田
・
竇

長
く
醉
い
を
留
め
、
蘇

・

辛

曲
げ
て
岐
を
讓
る
。
豪
と
し
て
持

つ
出
塞
の
節
、
笑
い
て
別
る

遠
山
の
眉
に
。

捷
報

雲
臺
に
賀
し
、
公
卿

壽
巵
を
拜
さ
ん
)。

(8
)

胡
可
先

「杜
牧
詩
眞
僞
考
」
(『杜
牧
研
究
叢
稿
』
人
民
文
學
出
版
肚
、

」
九
九
三

年
九
月
所
收
)
及
び
羅
時
進

「
《丁
卯
集
》
與

《樊
川
集
》
等
各
本
重
出
互
見
詩
考

辨
」
(『晩
唐
詩
歌
格
局
中
的
許
渾
創
作
論
』
太
白
文
藝
出
版
瓧
、

一
九
九
八
年
八
月

所
收
)
に
據
り
、
許
渾
作
品
集
に
重
出
或
い
は
他
詩
人
の
作
と
疑
わ
れ
る
詩
は
省
略

す
る
。
『外
集
』
・
『別
集
』
詩
の
詩
型
は

『唐
音
戊
籖
』
卷

一
杜
牧
の
條
に
據
る
。

本
稿
の
底
本
と

『唐
昔
戊
籤
』
本
文
と
の
闘
に
字
の
異
同
は
見
え
な
い
。

爾
お
①

「并
州
道
中
」、
②

「偶
題
」
二
首
、
③

「邊
上
聞
胡
笳
」
三
首
、
④

「邊
上
晩
秋
」、
⑤

「遊
邊
」、
⑥

「青
塚
」、
⑦

「秋
夢
」
に
つ
い
て
、
杜
牧
に
は
邊

塞
へ
到
っ
た
行
跡
か
な
い
た
め
、
他
人
の
詩
て
は
な
い
か
と
す
る
意
見
が
あ
る

・繆

鉞

『杜
牧
詩
選
』
(人
民
文
學
出
版
瓧
、

一
九
五
七
年
七
月
)
前
言
て
は
①
③
④
⑥
、

郭
文
稿

「
《樊
川
外
集
》
詩
辨
僞
」
(『唐
都
學
刊
』

一
九
八
七
年
第
二
期
)
は
②
、

呉
在
慶

「杜
牧
疑
僞
詩
考
辨
」
(『杜
牧
論
稿
』
廈
門
大
學
出
版
瓧
、

一
九
九

一
年
三

月
所
收
)
は
③
④
⑤
を
疑
問
と
す
る
。
ま
た
李
立
朴

「許
渾
詩
作
考
辨
」
(『許
渾
研

究
』
貴
州
人
民
出
版
瓧
、

一九
九
四
年
十
二
月
所
收
)
て
は
②
⑥
を
除
く
詩
、
羅
時

進
同
書

「許
渾
詩
補
遺
」
で
は
②
を
除
く
全
詩
を
許
渾
詩
と
推
測
す
る
。
し
か
し
い

ず
れ
も
他
詩
人
の
作
品
集
に
重
出
し
て
お
ら
ず
、
實
景
以
外
の
邊
塞
詩
を
否
定
す
る

の
は
覩
得
的
と
は
言
い
難
い
の
で
、
こ
こ
で
は
杜
牧
作
品
と
し
て
扱
う
。

(9
)

杜
牧
詩
文
の
豪
と
艶
に
つ
い
て
は
、
愛
甲
弘
志

「杜
牧
の
詩
と
散
文
ー

そ
の
兩

者
を
支
え
る
創
作
基
盤
i

」
(『文
學
研
究
』
80
輯
、

一
九
八
三
年
二
月
)
等
を
參



照
。

(10
)

「
答
莊
充
書
」

(卷
十

三
)

に
も
、
司
馬
遷

の
言
を
踏

ま
え

て

「
古
者
其
身
不
遇
於

世
、
寄
志
於
言
、

求
言
遇
於
後
世
也
。
自
兩
漢
已
來
、
富
貴

者
千
百
、
自
今
觀
之
、

聲
勢
光

明
、
孰
若

馬
遷
、
相
如
、
賈

誼
、
劉
向

、
揚
雄
之

徒
」

(古

の
者

は
其

の
身

世

に
遇

わ
ざ

れ
ば
、

志
を
言

に
寄
せ
、
言

の
後
世

に
遇
う
を
求
む

る
な
り
。
兩
漢
自

り
己
來
、
富
貴
た
る
者
千
百
な
る
も
、
今
自
り
之
を
觀

る
に
、
聲
勢

の
光

明
な

る
は
、

馬
遷
、
相
如
、
賈
誼
、
劉
向
、
揚
雄

の
徒
に
孰

若
れ
ぞ
)
と
迹

へ
る
。

(
11
)

胡
可

先

「
杜
牧

詩
文
雜
考
」

〔前
掲
庄

8
書
所

收
〕

に
、

裴
延

翰

の
叔
父

・
裴
休

の
中
書
侍
郎
任
官
期

(宣
宗
大
中
九
年

〔八
五
五
〕

二
月
～
十
年

〔八
五
六
〕
十
月
)

と
指
摘

す
る
。
更

に
序
か

ら
、

四
年
前

の
冬

に
杜
牧

か
病
を
得
た
事
か
分

か
り
、
逆

算
し

て
大
中
十
年

と
考

え
ら
れ

る
。

な
お
南
宋

・
劉
克
莊
撰

『
後
村
詩
話
』
卷

一
に

「
樊
川
有
續
別
集

三
卷
、
十
之
八

九
皆

渾
詩
」
と
あ

り
、
南
宋

の
頃

『
續
別
集
』

三
卷
か
存
在
し
た
。
葛
兆
光

「
唐
集

瑣

記
」

(
『文
獻

』
第

二
十

二
輯
、

一
九
八

四
年
所
收
)

は
、
『
全

唐
詩
』
卷
五

二
六

に
そ

の
殘
部

が
收
録

さ
れ

て
い
る
と
迹

へ
る
。

(
12
)

前
掲
庄
11
胡
可
先
論
文

て
は
、
威
逋
十

一
年

(八
七
〇
)

の
皮

日
休

「
傷
嚴

子
重

詩

序
」

(『
全
唐
詩

』
卷
六

一
四
)

に
記
す

「
餘
爲
童
在
郷
校
時
、

簡
上
抄
杜
舍

入
牧

之

集
、
見
有
與
進

士
嚴
憚
詩
」

の

「
與
進
士
嚴
憚
詩
」
を

『
外
集
』
所

收

「和

嚴
憚

秀
才
落
花
」
詩

と
指
摘
し
、
そ
れ
故

に

『
外
集
』
が
八
七

〇
年
以
前

に
編
纂

さ
れ
た

と
推
測
す

る
。

ま
た
、
現
存

の

『外

集
』
は
、
皮

日
休

の
見

た

『
外
集
』
と

「
集
外

詩
」

(『
別
集
』
序
)
等
を
混
合
し
て
編

ま
れ

た
と
遮

へ
る
。

(
13
)

但
し

こ
の

『外

集
』
と

『
別
集
』

に
は
、

そ
の
經
緯

ゆ
え
、
他
詩
人
、
と
り
わ
け

許
渾

の
詩
が
多
く
混
入
し
た
。
姚
寛
撰

『
西
溪
叢
語
』
卷
上

に

「
世
傳

『樊
川
別
集
』

爲
杜
牧
之
詩
、

乃
許
渾
詩
。
渾
有

『
丁
卯
集
』
烏
絲
欄

上
本
者
。
唐
彦
猷
家
有
數
十

首
、

皆

『
樊

川
外
集
』

詩
也

」

(世

に
傳
う

る

『
樊
川
別

集
』

の
杜
牧

の
詩
と
爲
す

は
、

乃
ち
許
渾

の
詩
な
り
。
渾

に

『
丁
卯
集
』

か
烏

絲
欄
上
本
な

る
者
有
り
。
唐
彦

猷

の
家

に
數
十
首

有
り
、
皆
な

『
樊
川
外
集

』

の
詩
な
り
)
と
記
す
。

杜
牧
の
邊
塞
を
詠
し
る
詩
に
つ
い
て

(14
)

河
湟
と

い
う
稱

の
狹
義
、
廣
義

に

つ
い
て
は
、
蘇
瑩
輝

「
唐
宣
宗
收
復

河
湟
地

區

與
三
州
七
關
韵
年
代
略
論
」

(『
唐
代

研
究
論
集
第

一
輯
』
新
文
豊
出
版
公

司
、

一
九

九
二
年
所
收
)
を
參
照
。

(
15
)

『
新
唐
書
』
卷
二

一
六
下
吐
蕃
傳
及
び
、

ス
タ
イ

ン
文
書
六
三

四
二
號

に
據
る
。

(
16
)

『
新
唐
書
』
卷

一
四
五
元
載
傳

に
、
「
載
嘗
在

西
州
、

具
知
河
西

・
隴
右

要
領
。
乃

言
于
帝

日
:
而
田
疎
功
沮
短
其

議

帝
由

是
疑

不
決
」

(載

は
嘗

て
西
州

に
在

り
、

具

に
河
西

。
隴
右

の
要
領
を
知

る
。

乃
ち
帯
に
言

い
て
曰
く
:
而

る

に
田
紳
功
は
其

の
議
を
沮
短
し

・
帝

は
是

に
由

り
て
疑

い
て
決
せ
す
)
と
あ
る
。

(
17
)

『
新
唐
書
』
同
傳

に

「
大
暦
十

二
年

三
月
・
下
詔
賜
載
自
盡
」
と
あ

る
。

(
18
)

『
新

唐
書

』
卷
一
=

六
下
吐
蕃

傳

に

「憲
宗

常
覽
天
下
圖
、

見
河
湟
蕾
封

、
赫
然

思
經

略
之
、
未
暇
也
」

(憲

宗
常

に
天
下

の
圖
を
覽

る
に
、

河
湟

の
舊
封
を

見

て
、

赫
然

と
し

て
之
を
經
略

せ
ん
と
思
う
も
、
未

た
暇
あ
ら
ざ
る
な
り
)
と
あ

る
。

(
19
)

繆
鉞

『
杜
牧
年
譜
』

(人

民
文
學
出
版

肚
、

一
九
八

〇
年

九
月
)
會
昌

四
年

の
條

參

照
。

但
し
引
用
さ
れ

る

『
資
治

逋
鑑
』

の
記
事
か
基

つ
く
李
徳

裕

「
巡
邊
使
劉
濛

状
」

(『
李
文
饒
文
集
』
卷
十
六
)

に
は
、
自
注

に

「
會
昌
五
年
二
月
二
十
三

日
」
と

あ
り
、
岑
仲
勉

「李
徳
裕

『
會

昌
伐
叛
集
』
編
證
上
」

(『
岑
仲
勉
史
學
論
文
集
』
中

華
書
局
、

一
九
九
〇
年
七
月
)

で
も
會
昌
五
年

二
月
と
編
年
さ
れ
る
の
に
從

う
。

(
20
)

呉
汝
燈

。
胡
可
先
撰

『
全
唐
詩
人
名

考
』

(江
蘇
教
育

出
版
瓧
、

一
九

九
〇
年
八

月
9

杜
牧

の
項

に
從
う
。

(21
)

『
新
唐
書
』
宣
宗
紀

に

「
大
中

三
年
二
月
、
吐
蕃

以
秦

・
歸
于
有
司
」

と
あ

る
。

『
蕾
唐
書
』
宣
宗
紀

に
は

「
春
正
月
」
と
記
す
が
、
『
資
治
通
鑑
』
卷

二
四
八
宣
宗
大

中
三
年

て
は
二
月
の
條

に
記

す
。

こ
こ
て
は

『
新
唐
書
』
及
び

『
資
治
通
鑑
』

に
據

る
。

(
22
)

白
敏
中

の
他

の
宰
相

は
、
馬

植
、
崔
鉉
、
魏
扶

の
三
者

て
あ
る
。
但

し
新
舊

『唐

書
』
宣
宗
紀
及

び

『
新
唐
書

』
宰
相
表

に
據

る
と
、
崔
鉉
と
魏
扶

は
大
中

三
年

四
月

に
宰
相

に
就
任
す

る
か
、
馬
植

は
四
月

に
は
宰
相

を
辭
任
し

て
お
り
疑
問
か
殘
る
。

(
23
)

『
舊
唐
書
』

宣
宗

紀
に
は

「
七

月
」
と

記
す
か
、

こ
こ
で
は
薛
逢

の
詩
題

に

「
ん

一
〇
九



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
六
集

月
初

一
駕
幸
延
喜
樓
看
冠
帶
降
戎
」
(『全
唐
詩
』
卷
五
四
八
)
と
記
す
の
に
據
る
。

し
ば
り

(24
)

自
庄

に

「
時
收
河
湟
、

且
止
三
州
六
關
」

(時

に
河
湟
を
收

む
る
も
、

且

く
三
州

六
關

に
止

ま
る

の
み
)

と
記
す
。
『
樊

川
詩
集
庄
』

は

「止

」
を

「
立
」

に
作

る
。

『
資
冶
通
鑑

』
大
中

三
年

の
條

に
は
、
七
關

の
う
ち
、

六
月

に
六

關
を
奪
回
し
、

七

月

(『
舊

唐
書
』
宣
宗

紀

て
は
、

六
月

の
後

日
)

に
殘

る
蕭
關

を
奪
回
し

た
と
あ
る

の
で
、
六
關
奪

回
後
、
蕭

關
奪

回
ま
て

の
聞

に
著
わ
し
た

こ
と

に
な

る
。

(25
)

但
し
例
外

的

に

『
外
集
』

に
も

「
河
徨
」

の
語
が
見
え
る
。
第

四
節
所

羯

「
中
丞

業
深
韜
略
、
志
在
功
名
、
再
奉
長

句

一
篇
、
兼
有
諮
勸
」

て
あ

る
。

こ

の
詩
は
お
そ

ら
く
裝
延
翰

の
手
元

に
な
く
、
流
出

し

て
い
た
と
こ
ろ
を

『
外
集
』

に
收
録
さ
れ
た

の
て
は
な
い
か
。
と

い
う
の
も
延
翰

の
手
元

に
あ
れ
は
、

己

の
父
と
杜
牧

と
を
繋
く

よ
す
が
と
し
て
、

こ
の
詩
を

『樊

川
文

集
』

に
收
め
た
と
思
わ
れ

る
か

ら
て
あ
る
。

と
す
れ
ば

「
河
湟
」
と

は
、

や
は
り

『
別
集
』、

『外

集
』

所
收
詩

に
は
用
い
ら
れ
な

い
方
向
性

に
あ

る
語
、
と
位
置

つ
け
ら
れ
よ
う
。

(
26
)

『
中
國
詩
歌
原

論
ー
比
較
詩
學

の
圭
題

に
即

し
て
ー
』

(大

修
館
書
店
、

一
九

八
六

年

四
月
)
所
收

。
但
し
新
樂
府

に
お
け
る

「
覗
點
の
三
人

稱
化

・
場
面

の
客
體
化
」

の
機
能

は
、
「
古
樂
府
系
統

の
よ
う
な
統

一
的
な
状
態

に
は
な
い
」
と
述

へ
る
。

(
27
)

前
掲
庄
3
書
所
收
。

(
28
)

杜
牧
と

「
甘
露

の
變
」
と

の
關
わ

り
に

つ
い
て
は
、
拙
論

「
杜
牧

「
昔
事
文
皇
帝

三
十

二
韻
」

に

つ
い
て
ー
そ

の
制
作
意
圖

を
め
く

っ
て
ー
」

(
『
中
國
文
化
ー

研
究

と

教
育
ー
』
第
五
九
號
、

二
〇
〇

一
年
六
月
)

及
び
、

「杜
牧

に
お
け

る

「
甘
露

の
變
」

1
李
甘

・
李
中
敏
と

の
交

流
を
逋
し

て
ー
」

(同
誌
第
六
〇
號
、

二
〇
〇

二
年
六
月
)

を
參
照
さ
れ
た

い
。

(
29
)

傅
瑛
珠

『
李
徳
裕
年

譜
』

(河

北
教
育
出
版

杜
、

二
〇
〇

一
年
十

一
月
)

四
二
九

頁

は
、

「
上
李
太
尉
論

北
邊
事
啓
」

の
文
中

に

「今

者

年
穀

豐
熟
」

と
記
す

の
に

擦
り
、
秋
冬

の
闘
に
著

わ
し
た
と
指
摘
す
る
。

(30
)

松
尾
幸
忠

「
黄
州
時
代

の
杜
牧
1

「
艶
」
な

る
も

の
の
内
在
化

1
」

(
『中

國
文
學

研
究
』
第
十
五
期
、

一
九

八
九
年
)

で
は
、
杜
牧

の
黄
州
時
代

を

「
古
典

の
研
鑽
と

一

一
〇

經
世

へ
の
積

極
的

な
取
り
組
み
」

と
越

へ
る
。

(
31
)

前
掲

庄
29
傅
雌
珠

書
三
七
八
頁
は
、

「李

司
徒
」

の
稱
か
ら
、
李
徳

裕
か
司
徒
を

拜
す

る
六
月
以
後
、
か

つ
杜
牧

の
戰
略
上

か
ら
八
月
前
と
し

て
、
七
月
頃

の
作
と
推

測
す

る
。

(
32
)

但

し
前
竭
庄
29
傅
瓏
綜
書
三
七
九

頁
て
は
、

實
際
は
杜
牧

の
上
奏
以
前

に
李
徳
裕

の
戰
略

が
決

ま

っ
て
い
た
と

し
、
更

に
兩

者

の
戰
略

に
相

違
が

あ
る

こ
と

か
ら
、

『
資
治
通
鑑
』

の
記
事
を
誇
張
し
た
表
現

て
あ

る
と
述

へ
る
。
待
考
。

(
33
)

李
徳

裕
は

こ

の
功

績

に
よ

っ
て
太
尉
を
拜

し
た

(『
新

唐
書
』
卷

一
八
〇
李
徳
裕

傳
)
。

こ
れ
は

『
新
唐
書
』
武
宗
紀

に
よ
る
と

「
八
月
戊
申
」

(
二
十
八

日
)

の
こ
と

て
あ

る
。

杜
牧

の
題

に
は

「
太
尉
」

の
稱

か
な

い
が
、
次

い
て
奉
し

た

「
上
李
太
尉

論
北
邊
事

啓
」

て
は

「
太
尉
」
と
稱
す
る
こ
と

に
據
り
、
李
徳
裕

の
太
尉
拜
命
以
前

と
見
な
す
。

(34
)

こ
の
よ
う
に
複
雜
な
杜
牧

と
李
徳
裕

と
の
關
係

に

つ
い
て
は
、
稿
を
改
め

て
論
し

た

い
。


